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史
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尚　

子

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

中
国
東
北
地
方
の
遼
寧
省
撫
順
市
に
盛
京
三
陵
の
永
陵
、
瀋
陽
市
（
旧
奉
天
）
に
福
陵
・
昭
陵
と
盛
京
皇
宮
（
現
在
の
瀋
陽
故
宮
博
物

院
。
以
下
、
中
華
民
国
成
立
以
前
は
盛
京
皇
宮
、
以
後
は
宮
殿
ま
た
は
瀋
陽
﹇
奉
天
﹈
故
宮
）
は
あ
る
。
こ
れ
ら
「
一
宮
三
陵
」
を
誰
が
い
か
に

し
て
管
理
し
た
の
か
と
い
う
関
心
に
基
づ
き
、
本
稿
は
、「
清
室
優
待
条
件
」
公
布
以
後
の
宗
廟
陵
寝
お
よ
び
清
室
「
私
産
」
の
処
遇
と

い
う
中
国
近
代
史
の
問
題
と
の
関
連
か
ら
、
盛
京
三
陵
管
理
制
度
史
を
論
じ
る
。
特
に
、「
満
洲
国
」
期
（
一
九
三
二
〜
一
九
四
五
）
に
盛

京
三
陵
の
保
全
に
深
く
関
わ
っ
た
愛
新
覚
羅
溥
儀
（
一
九
〇
六
〜
一
九
六
七
。
以
下
、
溥
儀
）
の
動
向
や
思
想
か
ら
そ
の
意
図
を
探
究
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
期
の
管
理
体
制
の
特
色
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、「
満
洲
国
」
の
実
相
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
二
年
二
月
一
二
日
、
清
帝
退
位
の
上
諭
が
下
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
大
清
国
（
一
六
三
六
〜
一
九
一
二
。
以
下
、
清
朝
）
は
倒
れ

た
。
同
日
に
公
布
さ
れ
た
「
清
室
優
待
条
件
」
は
、
宗
廟
陵
寝
と
清
室
「
私
産
」
の
保
護
を
規
定
し
た
。
そ
の
対
象
に
は
、
中
国
東
北

地
方
の
「
皇
產
卽
チ
皇
室
財
產
）
1
（

」
も
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
清
室
所
有
の
不
動
産
と
し
て
は
、
官
荘
・
官
地
な
ど
に
加

え
、
盛
京
皇
宮
と
盛
京
三
陵
が
重
要
な
部
分
を
占
め
て
い
た
。
清
末
に
奉
天
旗
務
処
総
辦
、
中
華
民
国
期
に
奉
天
博
物
院
籌
辦
処
の
委

三
一
三
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員
長
等
を
歴
任
し
、
長
年
に
わ
た
り
盛
京
皇
宮
の
管
理
を
担
っ
た
金
梁
は
、
か
つ
て
「
三
陵
及
び
壇
廟
堂
子
等
は
皆
故
宮
と
關
有
り
）
2
（

」

と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
盛
京
三
陵
と
盛
京
皇
宮
は
、
清
末
か
ら
「
満
洲
国
」
期
を
通
じ
、
繰
り
返
し
一
括
管
理
さ
れ
て
き
た
と
い
う

経
緯
を
持
つ
。

　

と
こ
ろ
が
従
来
の
研
究
で
は
、
研
究
者
の
関
心
は
今
日
の
瀋
陽
故
宮
に
連
な
る
盛
京
皇
宮
に
偏
り
）
3
（

、
盛
京
三
陵
に
向
け
ら
れ
る
こ
と

が
少
な
か
っ
た
）
4
（

。
筆
者
も
前
著
書
に
お
い
て
、
北
京
故
宮
・
台
北
故
宮
と
並
ぶ
存
在
と
し
て
の
瀋
陽
故
宮
史
研
究
に
重
点
を
置
き
、
そ

の
前
提
と
し
て
盛
京
皇
宮
の
所
蔵
文
物
問
題
を
関
心
の
中
心
に
置
い
た
）
5
（

。
し
か
し
、
前
述
し
た
と
お
り
両
者
が
一
括
管
理
さ
れ
た
と
い

う
接
点
を
有
し
、
中
華
民
国
期
に
皇
産
と
し
て
保
護
さ
れ
た
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
次
の
研
究
段
階
と
し
て
は
盛
京
三
陵
の
管
理

制
度
史
も
扱
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

近
年
、
中
国
近
代
史
研
究
に
お
け
る
「
革
命
史
観
」
の
見
直
し
の
動
き
と
結
び
つ
い
て
、「
清
室
優
待
条
件
」
と
、
そ
の
内
容
を
改
正

し
た
一
九
二
四
年
の
「
修
正
清
室
優
待
条
件
」
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
村
田
雄
二
郎
氏
が
、「
清
室
優
待
条
件
」
の
曖
昧
で
妥
協

的
な
性
格
を
指
摘
し
、「
修
正
清
室
優
待
条
件
」
が
発
表
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
る
北
京
政
変
こ
そ
が
「
清
末
期
の
政

治
遺
産
と
の
決
別
」
宣
言
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
は
、
そ
の
代
表
例
で
あ
る
）
6
（

。

　
「
清
室
優
待
条
件
」
を
め
ぐ
る
研
究
動
向
の
な
か
で
は
、
筆
者
の
問
題
意
識
と
関
わ
る
二
つ
の
議
論
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
、
北
京

政
変
の
結
果
、
溥
儀
の
出
宮
に
伴
っ
て
発
生
し
た
故
宮
文
物
の
国
有
化
問
題
と
同
時
代
の
清
室
「
私
産
」
認
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
の

議
論
で
あ
る
）
7
（

。
第
二
は
、
清
室
「
私
産
」
問
題
を
、
文
物
だ
け
で
な
く
、
不
動
産
も
あ
わ
せ
て
再
考
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
で
あ

る
）
8
（

。

三
一
四
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以
上
の
研
究
は
い
ず
れ
も
北
京
を
中
心
と
し
た
議
論
で
あ
る
が
、
一
方
筆
者
は
、「
清
室
優
待
条
件
」
に
よ
っ
て
生
じ
た
「
清
末
期
の

政
治
遺
産
」
を
め
ぐ
る
中
国
近
代
史
上
の
問
題
を
、
清
朝
の
陪
都
・
瀋
陽
を
中
心
と
す
る
中
国
東
北
地
方
の
問
題
と
と
も
に
包
括
的
に

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
き
た
。
特
に
筆
者
が
一
貫
し
て
研
究
関
心
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
清
室
関
係
者
や
溥
儀
が
政
治
の
舞
台

を
移
し
た
こ
と
で
抱
え
た
、
中
国
東
北
地
方
の
「
清
末
期
の
政
治
遺
産
」
処
理
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
を
否
定
・
排
除
し
き
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
よ
る
、「
満
洲
国
」
に
お
け
る
清
室
財
産
保
全
問
題
の
歴
史
的
連
続
性
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
関
心
に
基
づ
い
て
筆
者
は
、
前
著
書
の
「
満
洲
国
」
の
博
物
館
問
題
で
扱
っ
た
盛
京
皇
宮
史
の
成
果
を
前
提
に
、
盛
京

皇
宮
所
蔵
文
物
の
処
遇
・
変
転
と
北
京
故
宮
に
お
け
る
文
物
保
護
の
問
題
、
不
動
産
と
し
て
皇
産
の
位
置
付
け
を
有
す
る
瀋
陽
故
宮
内

の
文
物
処
遇
問
題
を
検
討
し
て
き
た
）
9
（

。
盛
京
三
陵
に
関
し
て
は
、
宮
殿
管
理
の
制
度
化
に
関
連
し
て
前
著
書
で
言
及
し
た
も
の
の
）
10
（

、
具

体
的
な
考
察
は
試
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
盛
京
三
陵
を
軸
に
、
管
理
機
構
の
成
立
過
程
と
各
機
構
の
職
責
お
よ

び
人
事
の
変
遷
を
追
い
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
解
明
し
た
宮
殿
の
処
遇
と
合
わ
せ
、「
満
洲
国
」
期
に
お
け
る
旧
清
室
不
動
産
の

保
全
を
め
ぐ
る
歴
史
的
展
開
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
の
作
業
は
、
瀋
陽
故
宮
や
盛
京
三
陵
の
管
理
者
と
管
理
実
態
を
解
明
し
、
中
華
民

国
以
降
の
皇
産
保
全
の
歴
史
と
い
う
観
点
か
ら
瀋
陽
故
宮
史
に
光
を
あ
て
、「
故
宮
博
物
院
史
」
の
構
成
要
素
と
し
て
の
瀋
陽
故
宮
の
重

要
性
を
実
証
す
る
研
究
を
重
ね
る
こ
と
で
新
た
に
「
三
つ
の
故
宮
」
論
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
、
筆
者
の
長
期
的
研
究
構
想
の
一
部
を

構
成
す
る
も
の
で
あ
る
）
11
（

。

　

本
稿
の
論
旨
に
直
接
関
係
す
る
先
行
研
究
は
、「
満
洲
国
」
期
の
盛
京
三
陵
の
管
理
機
構
と
そ
の
担
い
手
を
論
じ
た
張
漢
杰
氏
の
研
究

に
限
ら
れ
る
）
12
（

。
瀋
陽
故
宮
史
研
究
で
も
詳
細
が
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
に
着
目
し
、
一
九
三
八
年
当
時
の
職
官

三
一
五
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名
と
職
員
名
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
ま
た
当
該
時
期
の
盛
京
三
陵
史
を
、
清
室
と
溥
儀
と
の
関
連
か
ら
論
じ
る
視
点
は
重
要
で
あ
る

が
、
管
理
の
担
い
手
と
し
て
の
溥
儀
の
思
想
に
踏
み
込
ん
で
お
ら
ず
、
ま
た
管
理
機
構
の
設
置
の
歴
史
的
意
味
も
検
討
し
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
清
朝
か
ら
「
満
洲
国
」
期
の
盛
京
三
陵
管
理
制
度
史
に
み
る
、
清
朝
以
来
の
管
理
体
制
の
連
続
性
と
断
絶
、
さ
ら
に
復

活
の
様
相
を
描
出
す
る
。
特
に
、
管
理
機
構
の
設
置
や
人
事
等
に
関
与
し
た
溥
儀
の
言
動
の
背
景
に
あ
る
盛
京
三
陵
保
全
思
想
を
析
出

し
、
そ
の
意
図
を
探
究
す
る
こ
と
で
、
皇
産
と
し
て
の
盛
京
三
陵
の
保
全
問
題
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
管
理
機
構
名
等

で
用
い
ら
れ
た
皇
産
・
帝
室
財
産
・
旧
清
室
「
私
産
」
の
概
念
に
着
目
し
て
「
満
洲
国
」
期
ま
で
の
盛
京
三
陵
管
理
の
特
徴
を
明
ら
か

す
る
こ
と
で
、
昨
今
の
「
清
室
優
待
条
件
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
新
た
な
見
解
を
示
し
た
い
。

　
　
　
　
　

一　

盛
京
三
陵
の
成
立
と
清
朝
の
盛
京
三
陵
管
理
機
構

　

盛
京
三
陵
と
は
、
順
治
帝
以
前
の
陵
寝
）
13
（

で
、
永
陵
・
福
陵
・
昭
陵
の
総
称
で
あ
る
。
永
陵
は
清
朝
皇
室
の
愛
新
覚
羅
氏
の
祖
陵
で
、

所
在
地
で
あ
る
遼
寧
省
撫
順
市
新
賓
満
族
自
治
県
は
ヘ
ト
ゥ
ア
ラ
（
赫
図
阿
拉
）
と
い
い
、
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
が
一
六
〇
三
（
万
暦
三
一
）
年

に
居
城
を
置
き
、
国
家
組
織
の
整
備
を
進
め
）
14
（

、
一
六
三
六
（
崇
徳
元
）
年
に
国
号
を
大
清
と
す
る
と
興
京
に
改
称
し
た
。
一
九
三
〇
年
代

に
盛
京
三
陵
関
連
の
著
書
・
論
文
を
多
く
発
表
し
た
園
田
一
亀
は
、
永
陵
を
「
淸
朝
が
對
漢
民
族
政
策
上
、
そ
の
祖
先
を
神
聖
化
せ
る

陵
）
15
（

」
と
し
た
。
一
六
二
五
（
天
命
一
〇
）
年
に
ヌ
ル
ハ
チ
が
最
後
に
都
を
置
い
た
の
が
瀋
陽
で
、
一
六
三
四
（
天
聡
八
）
年
、
第
二
代
ハ

ン
に
推
戴
さ
れ
た
ホ
ン
タ
イ
ジ
が
盛
京
に
改
め
た
。
こ
の
清
朝
肇
興
の
地
に
、
ヌ
ル
ハ
チ
お
よ
び
孝
慈
高
皇
后
の
陵
寝
で
あ
る
福
陵
、

ホ
ン
タ
イ
ジ
と
孝
端
文
皇
后
の
陵
寝
で
あ
る
昭
陵
が
あ
る
。

三
一
六
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一
六
四
四
（
順
治
元
）
年
の
入
関
後
、
順
治
〜
康
煕
年
間
に
か
け
、
各
陵
に
総
管
衙
門
と
掌
関
防
衙
門
が
設
け
ら
れ
た
。
総
管
衙
門
は

武
官
職
の
機
構
で
、
陵
内
の
山
河
・
道
路
・
樹
木
の
管
理
と
陵
寝
の
守
護
を
担
っ
た
。
掌
関
防
衙
門
は
文
官
職
の
機
構
で
、
祭
祀
の
管

理
・
実
施
や
祭
品
の
調
達
・
制
作
、
陵
内
の
装
飾
品
の
管
理
・
陵
内
環
境
の
保
護
お
よ
び
陵
寝
内
の
建
築
物
の
修
繕
等
を
担
っ
た
）
16
（

。
な

お
、
掌
関
防
衙
門
は
盛
京
内
務
府
の
下
部
機
構
に
位
置
し
、
長
官
で
あ
る
掌
関
防
官
以
下
、
各
種
盛
京
三
陵
官
が
置
か
れ
た
）
17
（

。
総
管
衙

門
・
掌
関
防
衙
門
を
含
む
盛
京
三
陵
管
理
機
構
の
統
轄
機
関
は
三
陵
総
理
事
務
衙
門
で
、
長
官
で
あ
る
三
陵
総
理
事
務
大
臣
は
盛
京
将

軍
が
兼
任
し
た
。
一
七
五
二
（
乾
隆
一
七
）
年
、
盛
京
将
軍
は
さ
ら
に
内
務
府
総
管
大
臣
も
兼
任
し
た
）
18
（

。

　

一
八
七
五
（
光
緒
元
）
年
、
興
京
守
陵
章
京
を
改
称
し
た
興
京
副
都
統
は
、
永
陵
総
管
衙
門
の
守
護
官
を
管
轄
下
に
置
い
た
）
19
（

。
一
九
〇

五
（
光
緒
三
一
）
年
六
月
一
六
日
の
上
諭
に
よ
り
、
盛
京
将
軍
を
頂
点
と
す
る
体
制
は
変
わ
ら
ず
に
、
永
陵
は
永
陵
守
護
大
臣
と
兼
任
の

興
京
副
都
統
、
福
陵
・
昭
陵
は
福
陵
昭
陵
守
護
大
臣
と
兼
任
の
盛
京
副
都
統
の
下
に
置
か
れ
、
別
機
構
の
管
轄
と
な
っ
た
）
20
（

。
同
年
九
月
、

盛
京
将
軍
の
趙
爾
巽
が
、
従
来
の
複
雑
な
守
陵
管
理
体
制
の
整
理
を
提
言
し
た
）
21
（

。
そ
れ
に
よ
り
盛
京
副
都
統
は
、
福
陵
昭
陵
守
護
大
臣
、

三
陵
承
辦
事
務
衙
門
大
臣
と
、
同
年
に
新
設
さ
れ
た
三
陵
守
護
衙
門
の
三
陵
守
護
大
臣
と
い
う
、
四
つ
の
職
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ

た
）
22
（

。

　

一
九
〇
七
（
光
緒
三
三
）
年
の
東
三
省
の
官
制
改
革
に
よ
り
、
盛
京
の
駐
防
八
旗
に
関
す
る
事
務
の
統
括
機
関
と
し
て
旗
務
司
（
一
九

〇
九
年
、
旗
務
処
に
改
称
）
を
新
設
し
た
。
翌
一
九
〇
八
（
光
緒
三
四
）
年
一
〇
月
、
盛
京
内
務
府
に
代
わ
り
設
置
さ
れ
た
盛
京
内
務
府
辦

事
処
が
、
内
務
府
と
旗
務
司
（
処
）
の
一
切
の
事
務
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
）
23
（

。
こ
の
盛
京
内
務
府
辦
事
処
が
、
盛
京
三
陵
お
よ
び

瀋
陽
故
宮
（
宮
殿
）
の
歴
史
上
、
は
じ
め
て
の
一
括
管
理
機
構
で
あ
っ
た
。

三
一
七



32

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
四
号

　
　
　
　
　

二　
「
清
室
優
待
条
件
」
下
に
お
け
る
盛
京
三
陵
と
清
朝
以
来
の
管
理
体
制
の
終
焉

　

一
九
一
二
年
の
清
朝
滅
亡
後
、「
清
室
優
待
条
件
」
第
四
款
は
「
大
淸
皇
帝
辭
位
の
後
其
の
宗
廟
陵
寢
は
永
遠
に
奉
祀
し
中
華
民
國
よ

り
衞
兵
を
酌
設
し
て
妥
愼
に
保
護
す
」、
第
七
款
は
「
大
淸
皇
帝
辭
位
の
後
其
の
原
有
の
私
產
は
中
華
民
國
よ
り
特
別
に
保
護
す
」
と
規

定
し
た
）
24
（

。
第
四
款
を
受
け
て
盛
京
三
陵
は
、
六
月
八
日
の
臨
時
大
総
統
令
）
25
（

に
よ
り
、
河
北
省
遵
化
市
の
清
東
陵
と
同
省
易
県
の
清
西
陵

と
と
も
に
「
舊
日
の
職
權
に
照
ら
し
」、
す
な
わ
ち
清
朝
以
来
の
体
制
の
も
と
で
保
護
さ
れ
た
。
そ
の
維
持
に
か
か
る
「
俸
給
」
と
「
辦

公
」（
事
務
）
経
費
は
、「
三
陵
衙
門
経
費
」
や
各
陵
総
管
・
関
防
経
費
等
と
し
て
奉
天
省
の
予
算
か
ら
支
出
さ
れ
た
）
26
（

。
盛
京
内
務
府
の

流
れ
を
汲
む
盛
京
内
務
府
辦
事
処
も
、
一
九
二
一
年
に
籌
辦
皇
産
事
宜
処
、
一
九
二
四
年
に
内
務
府
皇
産
事
宜
処
と
改
称
し
な
が
ら
も

存
続
し
た
。
な
お
既
に
拙
稿
に
お
い
て
、
管
理
組
織
名
に
皇
産
を
冠
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
盛
京
三
陵
と
宮
殿
が
皇
産
に
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
は
指
摘
し
た
）
27
（

。

　

こ
う
し
た
体
制
を
大
き
く
変
え
た
の
が
、
北
京
政
変
に
よ
り
一
九
二
四
年
一
一
月
五
日
付
で
公
布
さ
れ
た
「
修
正
清
室
優
待
条
件
」

で
あ
る
。
第
四
條
は
「
淸
室
の
宗
廟
陵
寢
は
永
遠
に
奉
祀
し
民
國
よ
り
衞
兵
を
酌
設
し
て
妥
爲
に
保
護
す
」、
第
五
條
は
「
淸
宮
の
私
產

は
淸
室
の
完
全
な
る
享
有
に
歸
し
民
國
政
府
は
當
に
特
別
に
保
護
を
爲
す
べ
し
。
其
の
一
切
の
公
產
は
應
に
民
國
政
府
の
所
有
に
歸
す

べ
し
」
と
規
定
し
た
）
28
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
盛
京
三
陵
と
宮
殿
は
、
清
室
側
か
ら
中
華
民
国
側
の
管
轄
へ
と
移
管
し
た
。
た
だ
し
、
次
の
と

お
り
、
公
布
後
直
ち
に
実
行
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

一
九
二
五
年
三
月
二
五
日
、
奉
天
省
長
公
署
が
内
務
府
皇
産
事
宜
処
を
接
収
し
た
）
29
（

こ
と
で
、
清
朝
の
盛
京
内
務
府
の
流
れ
を
汲
む
機

三
一
八
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中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

構
は
解
体
さ
れ
た
。
宮
殿
は
、
清
室
側
の
内
務
府
皇
産
事
宜
処
が
管
理
し
て
い
た
が
、
同
日
以
降
は
奉
天
省
長
公
署
が
担
っ
た
。
張
作

霖
は
、
鎮
威
上
将
軍
兼
奉
天
督
辦
と
い
う
軍
政
長
官
の
立
場
か
ら
、
民
政
、
特
に
財
政
を
一
任
し
て
い
る
王
永
江
が
代
理
省
長
を
務
め

る
奉
天
省
公
署
に
、
奉
天
の
清
室
皇
産
お
よ
び
三
陵
内
務
府
衙
門
と
皇
産
事
宜
処
の
接
収
管
理
を
命
じ
た
。
清
室
の
名
義
を
こ
と
ご
と

く
取
り
消
し
、
人
員
も
解
散
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
の
一
つ
に
は
、
管
理
運
営
上
の
腐
敗
が
あ
っ
た
と
推
察
さ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
れ
ま
で
、
内
務
府
皇
産
事
宜
将
軍
府
将
軍
と
し
て
清
室
か
ら
派
遣
さ
れ
た
三
多
（
一
八
七
一
〜
？
）
が
皇
産
の

整
理
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
溥
儀
に
忠
誠
を
尽
く
し
て
い
た
と
い
う
も
の
の
、
庫
物
を
盗
ん
で
売
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
）
30
（

。
こ
の
三

多
の
動
き
は
、
長
年
の
内
務
府
の
腐
敗
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。

　

一
九
二
五
年
一
二
月
、
盛
京
三
陵
を
管
理
し
て
き
た
各
衙
門
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
永
陵
は
興
京
県
公
署
に
、
福
陵
・
昭
陵

は
宮
殿
と
同
じ
く
奉
天
省
長
公
署
の
管
轄
に
帰
し
た
）
31
（

。
こ
の
清
朝
以
来
の
管
理
体
制
の
断
絶
は
、
宮
殿
・
三
陵
の
沿
革
史
上
、
大
き
な

転
換
点
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
華
民
国
成
立
か
ら
一
四
年
後
に
、
盛
京
三
陵
と
宮
殿
が
約
一
年
間
か
け
て
順
次
清
室
の
所
有
か
ら
離
れ

た
点
は
、
一
九
二
四
年
一
一
月
か
ら
語
ら
れ
る
故
宮
博
物
院
成
立
の
「
公
定
史
）
32
（

」
と
比
較
・
再
検
討
し
相
対
化
す
る
材
料
の
ひ
と
つ
と

な
り
得
る
事
象
と
し
て
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

一
九
二
七
年
五
月
に
奉
天
省
政
府
が
昭
陵
を
北
陵
公
園
と
し
、
一
九
二
九
年
二
月
に
省
名
が
改
称
さ
れ
た
後
、
同
年
五
月
に
遼
寧
省

政
府
が
福
陵
を
東
陵
公
園
と
し
た
。
六
月
に
遼
寧
省
政
府
が
公
布
し
た
「
管
理
三
陵
章
程
」
第
二
條
は
、
永
陵
は
興
京
県
、
福
陵
・
昭

陵
は
瀋
陽
市
が
管
理
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
）
33
（

。
河
北
省
の
清
東
陵
と
清
西
陵
も
、「
東
西
兩
陵
は
業
經
に
官
有
に
收
歸
し
已
に
淸
室
私
產

に
非
ず
）
34
（

」
と
い
う
よ
う
に
、
清
朝
の
陵
墓
は
清
室
「
私
産
」
の
位
置
付
け
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
。

三
一
九
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三　
「
満
洲
国
」
草
創
期
の
盛
京
三
陵
管
理
体
制
と
陳
曾
壽

　

一
九
二
五
年
に
解
体
し
た
盛
京
内
務
府
系
統
の
組
織
は
、
一
九
三
二
年
に
「
満
洲
国
」
が
建
国
さ
れ
る
と
溥
儀
の
直
轄
機
関
で
あ
る

執
政
府
〜
宮
内
府
と
し
て
復
活
し
、
そ
の
な
か
に
盛
京
三
陵
管
理
機
構
が
設
置
さ
れ
る
。
本
章
で
は
、
陵
廟
管
理
）
35
（

を
担
っ
た
執
政
府
内

廷
局
の
成
立
背
景
と
、
陳
曾
壽
（
一
八
七
八
〜
一
九
四
九
）
が
内
廷
局
長
に
任
用
さ
れ
た
経
緯
を
考
察
す
る
。
陳
曾
壽
に
つ
い
て
は
、
娘

婿
で
あ
る
周
君
適
が
、
著
書
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
）
36
（

』
で
人
物
像
や
人
脈
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
書
に
依
拠
し
つ
つ
経
歴

や
動
向
を
概
観
す
る
。

　

陳
曾
壽
は
、
字
は
仁
先
、
号
は
蒼
虯
・
耐
誌
・
焦
庵
な
ど
。
湖
北
蘄
水
の
出
身
で
、
一
九
〇
二
（
光
緒
二
八
）
年
の
郷
試
に
合
格
、
翌

年
に
進
士
に
及
第
し
て
監
察
御
史
の
官
に
就
い
た
。
辛
亥
革
命
後
、
袁
世
凱
に
提
学
使
の
任
に
就
く
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
応
じ
ず
に

杭
州
の
西
湖
に
移
っ
た
。
一
九
一
七
年
の
張
勲
の
復
辟
時
、
学
部
右
侍
郎
の
任
に
就
く
も
、
復
辟
失
敗
後
は
再
び
西
湖
に
戻
っ
て
詩
や

書
画
を
売
っ
て
過
ご
し
た
。
そ
の
絵
に
は
「
宣
統
」
の
年
号
を
記
し
た
）
37
（

。
清
朝
崩
壊
前
の
陳
曾
壽
の
官
僚
生
活
は
長
い
も
の
と
は
い
え

な
か
っ
た
が
、
頑
と
し
て
袁
世
凱
政
権
を
受
入
れ
な
か
っ
た
の
は
、
高
祖
父
が
一
八
一
九
（
嘉
慶
二
四
）
年
の
状
元
・
陳
沆
で
あ
る
の
を

は
じ
め
、
陳
家
が
代
々
科
挙
官
僚
を
輩
出
す
る
名
門
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
一
九
二
六
年
、
北
伐
の
影
響
を
受
け

て
、
陳
曾
壽
一
家
は
西
湖
か
ら
上
海
へ
移
住
し
、
変
わ
ら
ず
詩
や
書
画
を
売
る
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

溥
儀
は
、
一
九
二
四
年
一
一
月
に
紫
禁
城
を
追
わ
れ
た
後
、
北
府
、
日
本
公
使
館
を
経
て
、
一
九
二
五
年
二
月
に
天
津
の
日
本
租
界

内
の
張
園
、
一
九
二
九
年
に
は
乾
園
に
移
り
、
七
月
に
こ
れ
を
静
園
に
改
め
た
。
陳
曾
壽
と
溥
儀
と
の
接
点
は
、
一
九
三
〇
年
に
溥
儀

三
二
〇
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中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

の
師
傅
で
あ
る
陳
宝
琛
か
ら
天
津
へ
招
聘
さ
れ
、「
皇
后
」・
婉
容
の
師
傅
と
な
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
一
九
二
五
年
三
月
五
日
、
溥
儀

が
天
津
で
最
初
に
発
し
た
諭
旨
の
ひ
と
つ
は
「
鄭
孝
胥
・
胡
嗣
瑗
・
楊
鐘
義
・
温
粛
・
景
方
昶
・
䔥
丙
炎
・
陳
曾
壽
・
万
縄
栻
・
劉
驤

業
は
皆
津
に
駐
し
て
顧
問
に
備
へ
よ
）
38
（

」
と
い
う
も
の
で
、
陳
曾
壽
の
名
が
あ
っ
た
が
こ
の
時
は
任
用
さ
れ
ず
、
一
九
三
〇
年
六
月
一
五

日
に
、
溥
儀
が
清
朝
内
務
府
を
改
変
し
て
設
置
し
た
「
清
室
駐
津
辦
事
処
」
の
顧
問
に
な
っ
た
）
39
（

。
な
ぜ
溥
儀
は
陳
曾
壽
に
白
羽
の
矢
を

立
て
た
の
だ
ろ
う
か
。
傍
証
で
は
あ
る
が
、『
満
洲
国
史　

総
論
』
第
二
編
「
創
建
期
」
の
草
稿
の
な
か
で
、
鄭
孝
胥
が
国
務
総
理
大
臣

に
選
定
さ
れ
た
経
緯
が
記
載
さ
れ
た
箇
所
に
、

国
務
総
理
に
は
、
そ
の
識
見
力
量
か
ら
み
て
臧
式
毅
起
用
の
案
も
あ
っ
た
が
、
熙
洽
と
の
関
係
も
あ
り
統
制
困
難
と
見
ら
れ
、
結

局
温
厚
な
溥
儀
側
近
の
鄭
孝
胥
に
落
ち
着
い
た
。
…
…
民
国
成
立
後
袁
世
凱
、
黎
元
洪
、
段
祺
瑞
等
よ
り
い
く
た
び
か
出
□
を
請

わ
れ
た
が
、
応
ぜ
ず
ひ
た
す
ら
清
朝
復
興
を
念
願
と
し
、
長
子
鄭
垂
と
と
も
に
天
津
の
清
室
内
務
府
辦
事
処
に
出
仕
し
、
宣
統
帝

の
教
育
に
従
事
し
た
）
40
（

。（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
□
は
文
字
不
鮮
明
を
示
す
。）

と
あ
る
。
草
稿
か
ら
削
除
さ
れ
た
傍
線
部
分
に
あ
る
鄭
孝
胥
の
清
朝
復
辟
思
想
や
、
袁
世
凱
政
権
で
は
出
仕
を
断
る
も
天
津
の
「
清
室

内
務
府
辦
事
処
」
に
は
出
仕
し
た
点
は
、
前
述
し
た
陳
曾
壽
の
思
想
と
動
向
の
両
面
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。
陳
曾
壽
は
、
天
津
時

代
に
溥
儀
か
ら
思
想
面
に
お
い
て
十
分
な
信
頼
を
得
て
、「
満
洲
国
」
建
国
後
も
側
近
の
一
人
と
し
て
任
用
さ
れ
た
と
推
察
で
き
よ
う
。

　

そ
れ
で
は
、「
満
洲
国
」
政
府
組
織
に
陵
廟
の
管
理
機
構
が
成
立
す
る
過
程
に
つ
い
て
、
陵
廟
管
理
の
中
核
を
担
い
続
け
た
陳
曾
壽
の

人
事
を
軸
に
考
察
を
進
め
る
。
一
九
三
二
年
三
月
一
日
、「
満
洲
国
」
の
建
国
宣
言
が
行
わ
れ
、
三
月
九
日
に
首
都
・
新
京
（
長
春
）
で

溥
儀
の
執
政
就
任
式
が
挙
行
さ
れ
た
。
ま
た
同
日
、「
政
府
組
織
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
執
政
府
は
同
日
付
で
「
本
府
各
事
務
ヲ
處
理
ス

三
二
一
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ル
爲
祕
書
內
務
軍
諮
警
備
ノ
四
處
ヲ
設
ク
」
と
し
、
秘
書
処
秘
書
長
に
胡
嗣
瑗
、
秘
書
処
秘
書
に
陳
曾
壽
・
万
縄
栻
・
商
衍
瀛
・
林
棨
・

鄭
垂
・
鄭
禹
・
羅
福
葆
を
特
任
し
た
。
こ
の
後
の
陳
曾
壽
の
人
事
に
注
目
す
る
と
、
三
月
一
三
日
付
で
「
陳
曾
壽
ヲ
祕
書
處
庶
務
科
長

ニ
任
用
ノ
件
許
可
ス
」
と
す
る
も
、
三
月
二
二
日
付
で
「
祕
書
陳
曾
壽
依
願
本
官
ヲ
免
ス
」
と
あ
り
）
41
（

、
わ
ず
か
の
間
に
任
命
と
免
職
の

動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

陳
曾
壽
は
、
天
津
時
代
に
同
じ
く
溥
儀
の
側
近
で
あ
っ
た
陳
宝
琛
・
胡
嗣
瑗
と
と
も
に
、
溥
儀
が
皇
帝
で
は
な
く
執
政
と
い
う
名
の

元
首
に
就
任
す
る
こ
と
に
反
対
の
立
場
を
取
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
溥
儀
が
執
政
に
就
任
し
た
た
め
、
そ
の
五
日
後
に
天
津
へ
帰
っ

た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
三
月
一
三
日
の
辞
令
後
す
ぐ
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
陳
曾
壽
は
、
天
津
か
ら
溥
儀
に
寄
せ
た
「
封
奏
」

の
な
か
で
、
執
政
就
任
を
聞
き
、
尊
号
が
こ
れ
か
ら
取
り
消
さ
れ
る
か
と
悲
憤
を
深
く
し
て
い
る
こ
と
、（
皇
帝
と
い
う
）
名
目
が
重
要

で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
）
42
（

。

　

執
政
就
任
後
の
「
内
廷
」
は
、
事
務
の
職
責
が
明
確
で
な
か
っ
た
。
不
便
を
感
じ
た
溥
儀
は
、
自
ら
執
政
府
に
内
廷
局
を
設
置
し
、

局
長
に
陳
曾
壽
を
指
名
し
た
。
溥
儀
は
、
内
廷
局
は
陳
曾
壽
の
た
め
に
設
け
、
専
ら
陵
廟
と
（
溥
儀
の
）
私
事
を
担
う
も
の
で
、
国
務
と

は
か
か
わ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
と
伝
え
た
も
の
の
、
天
津
に
居
た
陳
曾
壽
は
、
内
廷
局
長
就
任
の
求
め
を
再
三
固
辞
し
た
。
し
か
し
、

最
終
的
に
は
「
執
政
府
官
制
」
を
も
っ
て
内
廷
局
長
に
就
任
し
、
婉
容
の
師
傅
と
し
て
も
復
帰
し
た
）
43
（

。
溥
儀
の
意
向
で
陳
曾
壽
が
内
廷

局
長
に
就
任
し
た
こ
と
は
、「
満
洲
国
」
建
国
時
に
、
盛
京
三
陵
へ
の
溥
儀
の
意
向
が
陳
曾
壽
を
通
じ
て
反
映
さ
れ
得
る
制
度
的
基
盤
が

存
在
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
「
執
政
府
官
制
」
は
、
一
一
月
二
三
日
に
公
布
さ
れ
た
。
執
政
府
に
は
、
秘
書
庁
（
処
）（
秘
書
長
：
胡
嗣
瑗
）・
内
務
処
（
内
務
長
：
宝

三
二
二
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熙
）・
掌
礼
処
（
大
礼
官
：
許
宝
蘅
）・
警
衛
処
（
警
衛
長
：
佟
済
煦
）
お
よ
び
会
計
審
査
局
（
局
長
：
商
衍
瀛
）・
侍
従
武
官
（
武
官
長
：
張
海

鵬
）・
侍
衛
官
（
一
等
侍
衛
官
：
金
智
元
）・
内
廷
局
（
局
長
：
陳
曾
壽
）
が
置
か
れ
た
。
溥
儀
の
肝
い
り
で
発
足
し
た
内
廷
局
は
、
一
九
三

三
年
二
月
当
時
、
局
長
の
陳
曾
壽
ほ
か
侍
医
一
名
（
彭
城
）・
陵
廟
官
二
名
（
趙
景
祺
・
王
折
俊
）・
内
廷
官
二
名
（
劉
慶
鏜
・
恩
棣
）
お
よ

び
属
官
三
名
の
計
九
名
で
構
成
さ
れ
た
）
44
（

。

　

一
九
三
四
年
三
月
一
日
、
溥
儀
は
皇
帝
に
就
任
し
た
。
帝
政
実
施
に
伴
い
、「
満
洲
国
組
織
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
日
公
布
の
帝
室

令
に
よ
り
、
執
政
府
を
再
編
し
た
皇
帝
直
轄
機
関
と
し
て
尚
書
府
・
宮
内
府
・
侍
従
武
官
処
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
皇
帝
の
宮
中

事
務
を
掌
理
す
る
宮
内
府
は
、「
宮
内
府
官
制
」
第
六
條
で
総
務
処
・
内
務
処
・
近
侍
処
・
掌
礼
処
・
警
衛
処
の
五
処
を
置
く
こ
と
、
第

九
條
で
近
侍
処
は
「
壇
廟
及
寢
陵
ニ
關
ス
ル
事
項
」
を
含
む
四
項
を
掌
管
す
る
と
さ
れ
た
）
45
（

。
近
侍
処
に
は
陵
廟
科
が
設
置
さ
れ
、
執
政

府
内
廷
局
よ
り
盛
京
三
陵
の
事
務
を
引
き
継
い
だ
。
な
お
、
執
政
府
内
廷
局
が
各
地
に
事
務
処
を
設
置
し
整
理
し
て
い
た
「
皇
室
私
産
」

は
、
第
八
條
に
よ
り
宮
内
府
内
務
処
が
管
掌
し
た
）
46
（

。

　

宮
内
府
の
陣
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
宮
内
府
大
臣
に
は
親
日
派
の
沈
瑞
麟
、
総
務
処
長
は
許
宝
蘅
、
内
務
処
長
は
商
衍
瀛
、

近
侍
処
長
は
陳
曾
壽
、
掌
礼
処
長
は
張
允
愷
、
警
衛
処
長
は
佟
済
煦
が
就
任
し
た
）
47
（

。
三
月
一
五
日
付
け
で
近
侍
処
長
に
就
任
し
た
陳
曾

壽
）
48
（

は
、
帝
政
実
施
後
も
陵
廟
管
理
の
長
と
し
て
留
任
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

四　

奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
の
成
立

　

一
九
三
五
年
、
宮
内
府
は
宮
殿
内
に
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
を
設
置
し
、
盛
京
三
陵
・
宮
殿
内
の
太
廟
に
加
え
て
、
奉
天
省
公
署
教

三
二
三
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育
庁
が
所
管
し
て
い
た
宮
殿
の
管
理
を
移
管
し
た
。
太
廟
は
、
一
九
二
四
年
か
ら
皇
産
事
宜
処
が
管
理
を
行
っ
て
い
た
が
、
奉
天
陵
廟

承
辦
事
務
処
に
帰
属
し
た
。
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
は
、
一
九
四
五
年
の
「
満
洲
国
」
崩
壊
後
に
遼
寧
省
教
育
庁
に
接
収
さ
れ
る
ま
で

存
続
し
た
。
こ
う
し
た
概
略
や
職
責
は
、
瀋
陽
故
宮
博
物
院
史
研
究
上
で
言
及
さ
れ
て
き
た
が
、
成
立
に
つ
い
て
は
「
一
九
三
五
年
」

と
記
す
の
み
で
あ
っ
た
）
49
（

。
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
は
、
清
朝
発
祥
の
地
に
残
る
旧
清
室
「
私
産
」
の
不
動
産
を
一
括
管
理
し
た
職
掌
か

ら
み
て
重
要
な
機
構
で
あ
り
、
ま
ず
『
盛
京
時
報
』
の
記
事
か
ら
成
立
月
日
を
探
究
す
る
。

　

一
九
三
五
年
三
月
一
〇
日
付
の
永
陵
修
繕
お
よ
び
三
月
一
六
日
付
の
福
陵
一
般
開
放
に
関
す
る
記
事
に
は
、「（
駐
奉
）
三
陵
辦
事
處
」

（「
清
室
駐
奉
辦
事
処
」
か
ら
一
九
三
二
年
五
月
に
改
称
さ
れ
た
「
盛
京
太
廟
三
陵
承
辦
事
務
処
」
か
）
と
い
う
機
構
名
が
み
ら
れ
る
）
50
（

。
五
月
一
五

日
付
の
記
事
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
宮
内
府
近
侍
処
が
出
し
た
文
書
に
は
、
陵
寝
の
旧
制
に
よ
り
「
白
樁
」（
陵
の
周
囲
の
紅
・
白
・
青

の
三
層
の
保
護
区
域
で
あ
る
「
界
樁
」
の
中
間
層
）
ま
で
は
民
国
に
至
る
ま
で
随
意
に
丈
放
（
官
荘
地
の
払
い
下
げ
）
し
、
す
で
に
陵
の
近
く

に
丈
放
区
域
が
迫
っ
て
い
る
。
溥
儀
は
満
洲
肇
基
の
地
の
陵
寝
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
速
や
か
に
昔
の
状
態
に
恢
復
す
べ
き
と

し
て
い
る
。
た
だ
、
す
ぐ
に
回
収
す
る
と
混
乱
を
生
じ
る
の
で
、
ま
ず
は
陵
寝
か
ら
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
に
設
け
ら
れ
た
「
紅
樁
」

以
内
を
「
禁
地
」
と
定
め
、
今
後
そ
の
他
の
施
設
を
有
し
て
は
な
ら
ず
、
以
前
か
ら
あ
る
施
設
は
情
形
に
応
じ
て
漸
次
恢
復
す
る
こ
と
、

と
あ
る
の
で
、「
盛
京
陵
廟
承
辦
事
務
處
」
が
昨
日
た
だ
ち
に
「
紅
樁
」
以
内
の
開
墾
・
建
築
を
停
止
さ
せ
る
な
ど
布
告
し
た
と
あ
る
）
51
（

。

以
上
か
ら
、
少
な
く
と
も
五
月
一
四
日
に
は
奉
天
（
記
事
で
は
盛
京
）
陵
廟
承
辦
事
務
処
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
溥
儀
が
陵
寝
の
現

状
に
詳
し
く
、
そ
の
保
護
に
熱
心
だ
っ
た
こ
と
の
二
点
が
分
か
る
。

　

一
九
三
五
年
当
時
の
宮
内
府
が
、
形
式
的
な
管
理
機
構
を
設
置
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
保
存
業
務
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は
、
奉

三
二
四
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史
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大
出

天
故
宮
博
物
館
に
対
し
「
新
京
宮
內
府
方
面
は
、
永
久
に
保
存
す
る
た
め
に
」
修
理
工
程
の
調
査
を
終
え
、
着
工
の
段
階
に
あ
っ
た
と

い
う
七
月
一
三
日
付
の
記
事
か
ら
分
か
る
）
52
（

。

　

さ
て
、
同
年
末
の
宮
内
府
近
侍
処
は
、
処
長
は
引
き
続
き
陳
曾
壽
が
務
め
、
事
務
官
四
名
（
劉
慶
鏜
・
恩
棣
・
趙
景
祺
・
恒
潤
）、
属
官

四
名
（
毛
永
恵
・
世
杰
・
許
宏
儒
・
陳
学
忠
）
お
よ
び
侍
医
三
名
・
薬
剤
官
一
名
の
計
一
三
名
が
任
用
さ
れ
て
い
た
）
53
（

。
そ
の
う
ち
四
名
は
、

『
在
満
日
満
人
名
録
』
で
一
九
三
六
年
九
月
一
日
時
点
の
職
官
名
が
確
認
で
き
、
陳
曾
壽
は
「
宮
內
府
近
侍
處
長
」、
恩
棣
は
「
宮
內
府

近
侍
處
總
務
科
長
」、
趙
景
祺
は
「
宮
內
府
陵
廟
科
長
」、
恒
潤
は
「
宮
內
府
事
務
官
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
54
（

。
張
漢
杰
氏
の
成
果
に
拠
る

と
、
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
の
一
九
三
八
年
の
人
員
は
、
総
辦
は
「
恩
」、
会
辦
は
張
敬
心
、
幇
辦
は
「
恒
」、
事
務
員
四
名
（
景
禄
・
張

栄
符
・
陳
曾
壽
・
景
勲
）
だ
と
い
う
）
55
（

。
張
氏
が
名
前
は
不
明
と
す
る
総
辦
・
幇
辦
は
、
近
侍
処
の
前
述
の
人
事
か
ら
「
恩
」
は
恩
棣
、「
恒
」

は
恒
潤
だ
と
思
わ
れ
、
宮
内
府
の
官
吏
が
兼
任
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
清
朝
後
期
か
ら
臨
時
に
設
置
さ
れ
た
機
構
の
総
辦

（
主
官
）・
会
辦
（
副
官
）
と
い
う
職
官
名
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
朝
の
旧
制
を
継
承
あ
る
い
は
復
活
さ
せ
た
機
構
で
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
。

　

奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
の
存
続
と
恩
棣
の
職
名
は
、
朝
鮮
総
督
府
朝
鮮
史
編
修
会
の
田
川
孝
三
に
よ
る
、
一
九
三
九
年
八
月
の
奉
天

で
の
史
料
調
査
記
か
ら
確
認
で
き
る
。

故
宮
。
…
…
滿
洲
國
建
國
後
ハ
宮
內
府
ニ
接
收
サ
レ
、
ソ
ノ
一
部
ニ
陵
廟
承
辦
事
務
處
ヲ
置
キ
故
宮
ト
シ
テ
保
存
サ
ル
。
一
日
陵

廟
承
辦
事
務
處
總
辦
恩
棣
氏
ニ
面
會
シ
、
故
宮
內
及
ビ
敬
天マ
マ

閣
・
崇
謨
閣
所
藏
ノ
老
檔
拜
觀
ノ
許
可
ヲ
得
同
祕
書
英
符
氏
ノ
案
內

ニ
ヨ
リ
、
目
的
ヲ
逹
ス
ル
ヲ
得
タ
リ
）
56
（

。

三
二
五
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執
政
府
内
廷
局
内
廷
官
、
宮
内
府
近
侍
処
総
務
科
長
、
そ
し
て
田
川
が
記
す
「（
奉
天
）
陵
廟
承
辦
事
務
處
總
辦
」
を
歴
任
し
て
き
た
恩

棣
は
、
一
九
〇
八
（
光
緒
三
四
）
年
か
ら
敬
典
閣
で
宮
殿
事
務
管
理
を
行
っ
て
い
た
恩
志
の
子
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
旧
清
室
不
動
産
の
管

理
の
担
い
手
は
、
一
九
三
九
年
八
月
時
点
で
清
朝
以
来
の
人
事
を
一
部
残
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

五　

福
陵
・
昭
陵
の
一
般
参
観
禁
止
を
め
ぐ
っ
て

　

一
九
三
五
年
頃
の
昭
陵
は
、
遊
園
地
化
計
画
も
浮
上
す
る
な
ど
公
産
の
性
格
を
色
濃
く
し
て
い
た
）
57
（

。
こ
う
し
た
な
か
、
一
九
三
七
年

二
月
六
日
、
溥
儀
は
勅
諭
で
、「
清
室
原
有
の
皇
産
を
、
陵
廟
お
よ
び
ま
さ
に
保
留
す
べ
き
も
の
の
外
は
、
す
べ
て
国
有
に
帰
す
）
58
（

」
と

し
、
陵
廟
に
含
ま
れ
る
盛
京
三
陵
は
国
有
と
せ
ず
保
持
す
る
こ
と
を
示
し
た
。「
清
室
優
待
条
件
」、
そ
し
て
「
満
洲
国
」
で
も
陵
廟
の

保
護
が
明
記
さ
れ
た
点
は
、
陵
廟
が
清
室
不
動
産
の
な
か
で
も
特
別
な
位
置
付
け
を
有
す
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お
皇
産
の
定
義

に
関
し
て
は
、
四
月
一
日
公
布
の
「
帝
室
財
産
管
理
令
）
59
（

」
に
よ
り
新
た
に
設
定
さ
れ
た
帝
室
財
産
と
さ
れ
、
宮
内
府
大
臣
の
管
轄
下
に

置
か
れ
た
。

　

七
月
一
二
日
、
宮
内
府
は
福
陵
・
昭
陵
の
一
般
参
観
を
禁
止
す
る
旨
を
公
布
し
た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
、
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務

処
に
参
観
許
可
証
の
下
付
を
申
し
出
る
こ
と
で
参
観
可
能
と
し
、
有
料
参
拝
の
み
禁
止
し
た
。
福
陵
・
昭
陵
の
一
般
参
観
を
禁
止
で
き

な
か
っ
た
直
接
の
理
由
は
、「
曩
〔
さ
き
〕に
故
宮
の
拜
觀
が
禁
止
せ
ら
れ
今
又
兩
陵
の
拜
觀
が
禁
止
せ
ら
れ
る
に
到
つ
た
の
で
、
各
方
面
に
そ
の

緩
和
を
要
望
す
る
聲
高
）
60
（

」
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
昭
陵
は
一
六
五
六
（
順
治
一
三
）
年
創
建
の
明
楼
が
一
九
三
七
年
五
月
二
九
日
の
落
雷

に
よ
り
焼
失
し
た
）
61
（

。
そ
れ
が
改
め
て
関
心
を
惹
く
遠
因
と
な
り
、
復
旧
が
着
手
さ
れ
た
翌
一
九
三
八
年
の
参
拝
者
数
は
、
昭
陵
に
九
万

三
二
六
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一
二
二
〇
人
、
福
陵
に
四
万
三
〇
三
八
人
と
、
多
く
の
人
々
が
集
っ
て
い
た
）
62
（

。
で
は
、
一
般
参
観
を
禁
止
し
よ
う
と
し
た
宮
内
府
、
ひ

い
て
は
溥
儀
の
意
図
と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
陵
廟
管
理
費
に
着
目
し
て
そ
の
意
図
を
探
究
す
る
。

　

国
家
予
算
（
一
九
三
八
年
は
三
億
四
五
五
万
五
千
円
）
に
計
上
さ
れ
た
帝
室
費
二
一
〇
万
円
は
、
宮
廷
の
内
帑
金
を
含
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
陵
廟
関
係
費
や
祭
祀
費
は
、
溥
儀
の
個
人
的
な
経
費
と
し
て
内
帑
金
か
ら
支
払
わ
れ
た
）
63
（

。
陳
曾
壽
か
ら
落
雷
の
報
告
を
聞
き
、
す

ぐ
に
溥
儀
が
決
定
し
た
明
楼
の
復
旧
工
事
は
、
一
九
三
八
年
四
月
か
ら
国
務
院
営
繕
需
品
局
が
進
め
た
。「
更
に
皇
帝
陛
下
に
於
せ
ら
れ

て
は
、
興
京
永
陵
の
荒
廢
せ
る
を
嘆
か
せ
給
ひ
て
御
內
帑
金
三
萬
圓
を
賜
は
り
、
營
繕
需
品
局
を
し
て
修
繕
を
加
へ
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ゝ

な
）
64
（

」
る
と
、
溥
儀
は
内
帑
金
を
用
い
た
永
陵
の
修
繕
も
指
示
し
て
お
り
、
三
陵
に
関
し
て
は
、
予
算
上
は
溥
儀
の
意
向
が
反
映
さ
れ
て

い
た
。
以
上
を
ふ
ま
え
る
と
、
一
般
参
観
の
禁
止
と
は
、
宮
内
府
の
名
で
公
布
さ
れ
、
荒
廃
の
進
む
永
陵
や
参
拝
者
が
多
く
公
産
化
が

進
む
福
陵
・
昭
陵
に
対
し
て
講
じ
た
、
溥
儀
に
よ
る
「
清
室
原
有
の
皇
産
」
の
保
護
策
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
、
前
年
四
月
三
〇
日
、
当
時
宮
内
府
所
管
の
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
が
併
置
さ
れ
て
い
た
奉
天
省
所
管
の
奉
天
故
宮
博
物
館

が
、
国
務
院
文
教
部
に
よ
っ
て
突
然
閉
鎖
さ
れ
た
件
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
奉
天
故
宮
博
物
館
の
閉
鎖
後
は
、
一
九
三
五
年
六

月
一
日
に
開
館
し
た
文
教
部
所
管
の
国
立
博
物
館
が
管
理
を
引
き
継
い
だ
。
一
九
三
七
年
四
月
一
七
日
か
ら
、
奉
天
故
宮
博
物
館
は
「
皇

室
財
産
）
65
（

」
と
し
て
宮
内
府
が
管
理
し
、
不
動
産
と
し
て
の
宮
殿
と
、
国
立
博
物
館
に
移
管
さ
れ
な
か
っ
た
収
蔵
品
を
、
宮
内
府
所
管
の

奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
以
上
の
奉
天
故
宮
博
物
館
閉
鎖
を
め
ぐ
っ
て
は
、
前
著
書
で
そ
の
経
緯
と
、
国

立
博
物
館
の
開
館
や
両
館
の
収
蔵
品
と
の
関
連
か
ら
閉
鎖
理
由
を
探
究
し
、
文
化
行
政
の
場
か
ら
「
清
朝
色
」
を
排
除
し
、「
満
洲
国
」

が
清
朝
の
復
辟
国
家
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
要
素
を
非
可
視
化
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
た
）
66
（

。
こ
こ
に
本
章
の
考
察
結
果
を
加

三
二
七
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え
る
と
、
宮
殿
内
の
奉
天
故
宮
博
物
館
に
対
し
、
国
務
院
文
教
部
は
「
清
朝
色
」
の
排
除
を
企
図
し
た
が
、
宮
内
府
は
溥
儀
の
勅
諭
を

受
け
て
宮
殿
を
皇
産
（
皇
室
財
産
な
い
し
帝
室
財
産
）
と
し
て
管
理
し
た
と
い
う
、
施
策
意
図
の
相
違
が
浮
か
び
上
が
る
。

　
　
　
　
　

六　

旧
清
室
陵
廟
宮
殿
承
辦
事
務
会
の
設
置
と
「
満
洲
国
」
崩
壊
前
後
の
盛
京
三
陵

　

陳
曾
壽
は
、
一
九
三
七
年
六
月
三
〇
日
付
で
宮
内
府
近
侍
処
長
を
辞
任
し
た
）
67
（

。
日
本
人
官
吏
と
の
衝
突
が
原
因
で
、
実
際
は
罷
免
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
溥
儀
は
陳
曾
壽
を
実
態
不
明
の
「
陵
廟
事
務
総
裁
」
と
し
た
が
、
総
裁
と
は
名
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、
年
末
に

は
辞
職
し
て
北
京
へ
移
っ
た
）
68
（

。
陳
曾
壽
が
「
満
洲
国
」
を
離
れ
た
あ
と
、
盛
京
三
陵
と
宮
殿
に
は
新
た
な
制
度
化
が
は
か
ら
れ
た
。

　

一
九
三
九
年
二
月
二
七
日
、「
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
等
ノ
承
辦
ニ
關
ス
ル
件
」（
以
下
、
本
件
）
が
公
布
さ
れ
た
）
69
（

。
こ
れ
は
「
皇
帝
陛
下
に

は
、
祖
宗
御
崇
敬
の
畏
き
思
召
か
ら
宮
內
府
內
に
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
承
辦
事
務
會
を
設
置
遊
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
…
…
民
國
以
來

荒
廢
の
儘
に
放
置
さ
れ
て
ゐ
る
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
の
修
理
、
維
持
、
保
存
及
び
祭
祀
に
關
し
敕
令
を
奉
じ
て
事
務
を
處
理
す
る
も
の
で
、

會
長
及
び
會
員
に
よ
る
合
議
制
機
關
）
70
（

」
で
、
一
四
日
の
参
議
府
会
議
の
諮
詢
を
経
て
、
溥
儀
が
帝
室
令
と
し
て
公
布
し
た
）
71
（

。
皇
帝
直
轄

機
関
で
あ
る
参
議
府
は
「
重
要
な
國
務
に
關
し
、
皇
帝
の
諮
詢
に
應
ず
る
目
的
で
」
設
置
さ
れ
、
一
九
三
七
年
五
月
八
日
よ
り
上
奏
が

廃
止
さ
れ
て
い
る
）
72
（

こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
本
件
は
溥
儀
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

本
件
は
、
以
下
に
示
す
全
十
條
か
ら
な
る
。

第
一
條　

左
ニ
揭
グ
ル
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
等
ノ
維
持
、
保
存
及
祭
祀
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
處
理
セ
シ
ム
ル
爲
宮
內
府
ニ
舊
淸
室
陵
廟

宮
殿
承
辦
事
務
會
ヲ
置
ク

三
二
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奉
天
ノ
福
陵
、
昭
陵
、
太
廟
、
宮
殿

興
京
ノ
永
陵

第
二
條　

事
務
會
ハ
會
長
及
會
員
ヲ
以
テ
之
ヲ
組
織
ス

　

會
長
及
會
員
ハ
敕
裁
ヲ
經
テ
宮
內
府
大
臣
之
ヲ
命
ジ
又
ハ
委
囑
ス

第
三
條　

會
長
ハ
會
務
ヲ
綜
理
シ
會
議
ノ
議
長
ト
ナ
ル

第
四
條　

事
務
會
ニ
顧
問
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

　

顧
問
ハ
敕
裁
ヲ
經
テ
宮
內
府
大
臣
之
ヲ
命
ジ
又
ハ
委
囑
ス

　

顧
問
ノ
服
務
ニ
關
シ
テ
ハ
別
ニ
之
ヲ
定
ム　
　

第
五
條　

事
務
會
ハ
現
地
事
務
ヲ
處
理
セ
シ
ム
ル
爲
辦
事
處
ヲ
置
ク
コ
ト
ヲ
得

　

辦
事
處
ノ
組
織
及
位
置
ハ
會
長
宮
內
府
大
臣
ヲ
經
テ
敕
裁
ヲ
承
ケ
之
ヲ
定
ム

第
六
條　

事
務
會
重
要
ナ
ル
事
項
ヲ
處
理
セ
ン
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
宮
內
府
大
臣
ヲ
經
テ
敕
裁
ヲ
承
ク
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
七
條　

第
一
條
ニ
揭
グ
ル
陵
廟
宮
殿
等
ニ
關
ス
ル
法
律
上
ノ
行
爲
ニ
付
テ
ハ
會
長
ヲ
以
テ
其
ノ
當
事
者
ト
ス

第
八
條　

會
長
必
要
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
宮
內
府
大
臣
ヲ
經
テ
敕
裁
ヲ
承
ケ
帝
國
外
ニ
在
ル
舊
淸
室
原
有
ノ
陵
廟
ノ
維
持
、
保

存
及
祭
祀
ニ
關
ス
ル
所
要
ノ
事
務
ヲ
本
事
務
會
ノ
承
辦
ニ
附
ス
コ
ト
ヲ
得

第
九
條　

事
務
會
ニ
幹
事
長
、
幹
事
及
書
記
ヲ
置
ク

幹
事
長
及
幹
事
ハ
宮
內
府
高
等
官
中
ヨ
リ
宮
內
府
大
臣
之
ヲ
命
ズ

三
二
九
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書
記
ハ
宮
內
府
委
任
官
中
ヨ
リ
宮
內
府
大
臣
之
ヲ
命
ズ

第
十
條　

幹
事
長
ハ
會
長
ノ
命
ヲ
承
ケ
事
務
ヲ
整
理
ス

幹
事
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
事
務
ヲ
掌
ル

書
記
ハ
上
司
ノ
命
ヲ
承
ケ
庶
務
ニ
從
事
ス）73
（

　

第
一
條
は
、
宮
内
府
に
「
舊
淸
室
」
を
冠
す
る
事
務
会
を
設
置
し
て
、
旧
清
室
「
私
産
」
で
あ
る
盛
京
三
陵
・
太
廟
・
宮
殿
の
「
維

持
、
保
存
及
祭
祀
」
を
管
掌
す
る
と
明
示
し
て
い
る
。
溥
儀
の
直
轄
機
関
で
あ
る
宮
内
府
は
、
一
九
三
五
年
に
盛
京
三
陵
・
太
廟
・
宮

殿
の
一
括
管
理
権
を
得
た
う
え
で
、
清
朝
皇
帝
権
力
を
象
徴
す
る
旧
清
室
不
動
産
の
「
維
持
、
保
存
」
機
構
を
設
置
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

第
二
條
・
第
四
條
で
は
、
会
長
・
会
員
・
顧
問
は
「
敕
裁
ヲ
經
テ
宮
內
府
大
臣
之
ヲ
命
ジ
又
ハ
委
囑
ス
」、
第
五
條
・
第
六
條
・
第
八

條
の
辦
事
処
や
重
要
事
項
の
処
理
、「
帝
國
外
ニ
在
ル
舊
淸
室
原
有
ノ
陵
廟
」
に
関
し
て
は
「
宮
內
府
大
臣
ヲ
經
テ
敕
裁
ヲ
承
」
け
る
と

し
て
い
る
。
溥
儀
の
裁
決
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
本
件
に
関
す
る
形
式
制
度
上
の
溥
儀
お
よ
び
宮
内
府
大
臣
の
権
限

の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。
第
五
條
で
は
「
現
地
事
務
」
を
処
理
す
る
辦
事
処
の
設
置
を
規
定
し
た
が
、
そ
の
一
つ
は
、
一
九
三
五
年

に
設
置
さ
れ
た
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
陳
曾
壽
の
後
任
の
宮
内
府
近
侍
処
長
と
し
て
、
佟
済
煦
（
一
九
三
七
年
七
月
一
日
〜
一
九
四
二
年
一
一
月
二
五
日
）、
金
智
元
（
一

九
四
二
年
一
一
月
二
六
日
〜
一
九
四
五
年
一
月
一
七
日
）、
毓
崇
（
一
九
四
五
年
一
月
一
八
日
〜
）
が
就
任
し
た
が
）
74
（

、
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日

に
溥
儀
が
退
位
し
、
二
〇
日
に
「
満
洲
国
」
は
崩
壊
し
た
。
福
陵
は
ソ
連
軍
の
接
収
管
理
後
、
一
〇
月
に
成
立
し
た
瀋
陽
特
別
市
政
府
、

一
一
月
に
国
民
党
が
接
収
し
た
後
は
国
民
党
瀋
陽
市
政
当
局
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
昭
陵
は
、
一
九
四
六
年
に
国
民
党
瀋
陽
市
政
府

三
三
〇



45

中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

工
務
局
が
接
収
し
、「
満
洲
国
」
期
ま
で
保
持
さ
れ
た
陵
内
の
「
禁
地
」
の
建
造
物
は
、
一
九
四
八
年
に
国
民
党
軍
が
進
駐
し
た
こ
と
で

破
壊
さ
れ
た
）
75
（

。
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
、
福
陵
は
東
陵
公
園
、
昭
陵
は
北
陵
公
園
と
な
り
、「
修
正
清
室
優
待
条
件
」
公
布
後
の
公

産
と
し
て
の
姿
に
戻
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

七　

溥
儀
に
と
っ
て
の
祖
陵
と
盛
京
三
陵
保
全
思
想

　

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、「
満
洲
国
」
期
の
盛
京
三
陵
の
保
全
に
は
、
溥
儀
の
意
思
が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

最
後
に
、
溥
儀
の
盛
京
三
陵
保
全
思
想
の
淵
源
と
、
皇
帝
就
任
後
に
実
現
し
た
盛
京
三
陵
の
参
拝
に
込
め
た
意
図
を
探
究
し
、
む
す
び

と
し
た
い
。

　

溥
儀
の
清
代
陵
寝
保
全
思
想
の
淵
源
は
、
一
九
二
八
年
七
月
、
清
東
陵
の
陵
墓
群
の
う
ち
乾
隆
帝
と
西
太
后
の
陵
寝
が
、
国
民
革
命

軍
の
孫
殿
英
に
盗
掘
さ
れ
、
副
葬
品
の
宝
石
等
が
掠
奪
さ
れ
た
東
陵
事
件
に
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
溥
儀
が
東
陵
事
件
で
受
け
た

衝
撃
は
、
一
九
二
四
年
に
駆
逐
さ
れ
出
宮
し
た
時
に
比
べ
て
深
刻
な
も
の
で
、「
こ
の
仇
に
報
い
な
け
れ
ば
、
愛
新
覚
羅
の
子
孫
で
は
な

い
」、「
我
の
い
る
限
り
、
大
清
は
滅
亡
せ
ず
」
と
誓
い
、
復
辟
思
想
は
こ
の
時
最
高
潮
に
達
し
た
）
76
（

。
東
陵
事
件
は
、
溥
儀
に
と
っ
て
対

日
接
近
、「
満
洲
国
」
皇
帝
就
任
へ
の
布
石
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
）
77
（

、
心
情
的
な
影
響
を
与
え
た
。

　

張
漢
杰
氏
は
、
溥
儀
に
よ
る
盛
京
三
陵
参
拝
の
事
実
を
無
視
し
た
上
で
、
日
本
の
天
照
大
神
を
奉
祀
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
が
）
78
（

、
溥

儀
は
、
道
光
帝
の
代
以
降
廃
絶
し
て
い
た
「
大
清
皇
帝
」
に
よ
る
盛
京
三
陵
の
参
拝
を
復
活
さ
せ
た
の
で
あ
る
）
79
（

。

　

溥
儀
は
ま
ず
、
清
の
宗
室
で
血
縁
的
に
近
い
二
人
に
盛
京
三
陵
を
参
拝
さ
せ
た
。「
満
洲
国
」
建
国
翌
月
、
溥
儀
に
派
遣
さ
れ
た
宝
熙

三
三
一
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が
執
政
府
内
務
処
長
の
立
場
で
福
陵
・
昭
陵
を
）
80
（

、
帝
政
実
施
直
後
に
は
、
溥
偉
が
太
廟
、
興
京
の
永
陵
、
奉
天
の
福
陵
、
昭
陵
を
参
拝

し
た
）
81
（

。

　

溥
偉
の
代
拝
か
ら
約
二
週
間
後
、
特
に
永
陵
の
破
壊
が
進
ん
で
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
溥
儀
は
、
宮
内
府
に
盛
京
三
陵
す

べ
て
の
修
繕
を
命
じ
）
82
（

、
さ
ら
に
、
清
朝
時
代
の
功
臣
の
墓
の
修
繕
も
計
画
し
た
）
83
（

。
溥
儀
は
、
自
身
が
参
拝
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ
の
な
か
、

清
代
の
墓
を
保
護
す
る
こ
と
で
、
自
認
す
る
「
大
清
皇
帝
」
の
姿
勢
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

皇
帝
就
任
か
ら
お
よ
そ
半
年
後
、
溥
儀
に
よ
る
盛
京
三
陵
参
拝
を
伴
う
巡
幸
が
実
現
し
た
。
実
現
に
至
っ
た
関
東
軍
と
溥
儀
と
の
折

衝
の
内
容
は
不
明
だ
が
、
王
文
鋒
氏
は
「
日
本
人
は
溥
儀
の
政
治
偶
像
的
欺
瞞
作
用
を
発
揮
す
る
た
め
に
、
東
北
各
地
を
巡
幸
さ
せ
た
」

と
し
）
84
（

、
そ
の
作
用
を
溥
儀
も
、
関
東
軍
が
「
妙
用
」
し
て
い
る
と
自
覚
し
な
が
ら
、
新
京
で
の
御
臨
幸
（
関
東
軍
の
定
め
る
儀
式
へ
の
参

加
）
と
地
方
の
巡
幸
は
虚
栄
心
を
大
い
に
満
足
さ
せ
た
と
し
て
お
り
）
85
（

、
双
方
の
間
で
、
巡
幸
を
形
式
的
に
行
う
こ
と
の
利
害
が
一
致
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
溥
儀
は
一
九
三
四
年
一
〇
月
一
九
日
か
ら
、
福
陵
・
太
廟
・
昭
陵
の
順
に
参
拝
し
、
奉
天
を
後
に
し
て
吉
林
へ
も

巡
幸
し
、
小
白
山
望
祭
殿
に
お
い
て
望
祭
の
礼
を
挙
行
し
た
）
86
（

。
祖
宗
発
祥
の
地
で
あ
る
長
白
山
へ
の
遥
拝
は
、
清
朝
歴
代
皇
帝
の
東
巡

を
意
識
し
て
踏
襲
し
た
と
み
ら
れ
、
よ
う
や
く
実
現
し
た
祖
先
祭
祀
を
、「
大
清
皇
帝
」
と
し
て
の
巡
幸
と
し
て
意
味
付
け
よ
う
と
す

る
、
内
に
秘
め
た
溥
儀
の
意
思
を
参
酌
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

本
稿
で
は
、
清
朝
か
ら
盛
京
三
陵
管
理
制
度
史
を
説
き
起
こ
し
、「
清
室
優
待
条
件
」
公
布
以
後
の
宗
廟
陵
寝
お
よ
び
清
室
「
私
産
」

三
三
二
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大
出

の
処
遇
と
い
う
観
点
か
ら
、「
満
洲
国
」
崩
壊
ま
で
の
管
理
機
構
の
変
遷
を
論
じ
た
。
盛
京
三
陵
管
理
制
度
史
の
特
徴
は
、
清
室
側
に
よ

る
管
理
体
制
が
断
絶
し
た
の
は
一
九
二
五
年
一
二
月
以
降
に
永
陵
が
興
京
県
公
署
、
福
陵
・
昭
陵
が
奉
天
省
公
署
の
管
轄
下
に
置
か
れ

た
期
間
に
限
ら
れ
、「
満
洲
国
」
建
国
後
は
溥
儀
の
直
轄
機
関
で
あ
る
執
政
府
〜
宮
内
府
と
そ
の
関
連
機
構
、
す
な
わ
ち
清
室
側
に
よ
る

管
理
体
制
が
復
活
し
た
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
清
室
優
待
条
件
」
の
第
四
款
・
第
七
款
が
規
定
し
た
「
中
華
民
国
に
よ
る
保
護
」
の

議
論
は
、
清
室
「
私
産
」
で
あ
る
北
京
の
故
宮
と
そ
の
文
物
が
中
華
民
国
側
に
よ
っ
て
「
国
有
化
」、「
国
宝
」
化
さ
れ
る
過
程
を
追
究

し
て
き
た
が
）
87
（

、
本
稿
は
、
宗
廟
陵
寝
に
含
ま
れ
る
中
国
東
北
地
方
の
清
室
不
動
産
で
あ
る
盛
京
三
陵
に
注
目
す
る
こ
と
で
、「
満
洲
国
」

建
国
に
と
も
な
い
再
び
清
室
側
が
管
理
し
た
事
実
を
通
じ
、
北
京
と
異
な
る
変
転
が
見
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
清
末
か
ら
建

議
さ
れ
て
き
た
清
室
財
産
の
保
全
は
、
中
華
民
国
成
立
後
は
清
朝
復
辟
の
動
き
と
結
び
つ
い
て
き
た
）
88
（

。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
溥
儀
を
元

首
と
す
る
も
清
朝
の
復
辟
を
否
定
し
た
「
満
洲
国
」
に
お
い
て
、
盛
京
三
陵
は
清
朝
の
職
制
を
継
承
す
る
機
構
下
で
清
朝
の
遺
臣
が
管

理
し
、
管
理
機
構
の
設
置
と
人
事
お
よ
び
修
繕
予
算
の
多
方
面
で
、
溥
儀
の
意
向
が
反
映
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
溥
儀
や
旧
清
室
の
盛
京

三
陵
と
の
関
わ
り
に
み
ら
れ
る
「
清
末
期
の
政
治
遺
産
」
を
排
除
し
き
れ
な
い
面
に
、「
満
洲
国
」
の
実
相
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　

改
め
て
、
管
理
機
構
の
設
置
過
程
か
ら
み
た
盛
京
三
陵
の
管
理
体
制
に
つ
い
て
、
皇
産
・
帝
室
財
産
・
旧
清
室
「
私
産
」
の
概
念
と

と
も
に
次
の
よ
う
に
概
括
す
る
。「
清
室
優
待
条
件
」
体
制
下
で
は
清
朝
以
来
の
管
理
制
度
下
で
皇
産
と
し
て
保
護
さ
れ
た
が
、「
修
正

清
室
優
待
条
件
」
公
布
後
に
福
陵
・
昭
陵
は
奉
天
省
政
府
に
よ
り
公
園
化
、
す
な
わ
ち
公
産
化
さ
れ
、
皇
産
や
清
室
「
私
産
」
の
位
置

付
け
を
持
た
な
く
な
っ
た
。「
満
洲
国
」
建
国
後
は
、
溥
儀
の
意
向
が
執
政
府
内
廷
局
長
で
あ
る
陳
曾
壽
を
通
じ
て
反
映
さ
れ
得
る
制
度

的
基
盤
の
も
と
で
保
護
さ
れ
た
。
一
九
三
五
年
に
宮
内
府
は
、
清
朝
の
職
制
を
継
承
す
る
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
を
設
置
し
、
盛
京
三

三
三
三



48

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
四
号

陵
・
太
廟
・
宮
殿
の
一
括
管
理
を
は
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
に
溥
儀
は
、「
清
室
原
有
の
皇
産
」
で
あ
る
盛
京
三
陵
は
国
有
と
せ
ず
保
持

す
る
こ
と
を
示
し
た
。
同
年
に
皇
産
は
、
新
た
に
帝
室
財
産
と
定
義
さ
れ
宮
内
府
大
臣
の
管
轄
下
に
置
か
れ
た
。
一
九
三
九
年
に
成
立

し
た
旧
清
室
陵
廟
宮
殿
承
辦
事
務
会
は
、
機
構
名
に
「
旧
清
室
」
を
冠
す
る
こ
と
で
、
溥
儀
と
宮
内
府
が
盛
京
三
陵
・
太
廟
・
宮
殿
を

清
室
「
私
産
」
と
し
て
直
接
保
全
す
る
意
思
を
示
し
た
。

　

管
理
の
担
い
手
と
し
て
は
、「
満
洲
国
」
草
創
期
か
ら
管
理
機
構
の
中
核
を
担
い
続
け
た
陳
曾
壽
、
そ
し
て
溥
儀
に
焦
点
を
あ
て
た
。

陳
曾
壽
の
任
用
過
程
か
ら
は
、
彼
を
任
用
し
た
溥
儀
自
身
の
、
清
代
陵
廟
保
全
の
主
体
者
と
し
て
の
姿
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
お
、

こ
れ
ま
で
瀋
陽
故
宮
の
研
究
を
進
め
て
き
た
筆
者
の
管
見
の
限
り
で
は
、
溥
儀
が
宮
殿
に
執
着
す
る
様
子
は
看
取
で
き
て
い
な
い
。
そ

の
一
方
で
盛
京
三
陵
に
強
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
の
は
、
溥
儀
が
講
じ
た
具
体
的
な
保
護
策
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
溥
儀
が
盛
京
三

陵
の
保
全
に
つ
と
め
た
意
図
は
、
清
朝
祖
陵
で
あ
る
盛
京
三
陵
の
旧
清
室
「
私
産
」
と
し
て
の
位
置
付
け
と
巡
幸
を
復
活
さ
せ
る
こ
と

で
、
自
認
す
る
「
大
清
皇
帝
」
の
姿
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
た
。
溥
儀
は
、「
満
洲
国
」
期
の
盛
京
三
陵
管
理
制
度
か
ら
「
清
末
期
の
政
治

遺
産
」
が
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
前
述
の
意
図
を
持
っ
た
陵
廟
の
保
全
を
具
現
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

註（1
）　

南
満
洲
鉄
道
株
式
会
社
総
務
部
事
務
局
調
査
課
編
『
滿
洲
舊
慣

調
查
報
吿
書
前
篇
ノ
內
皇
產
』
一
九
一
五
年
、
前
言
一
頁
。

（
2
）　
「
三
陵
及
壇
廟
堂
子
等
皆
與
故
宮
有
關
」「
盛
京
故
宮
考
（
金
息

侯
講
演
）」『
華
北
日
報
』
一
九
二
九
年
六
月
一
〇
日
五
面
。
盛
京
の

「
壇
廟
堂
子
等
」
は
、
盛
京
城
の
内
城
門
外
の
天
壇
・
地
壇
・
社
稷

壇
・
先
農
壇
・
堂
子
お
よ
び
瀋
陽
故
宮
大
清
門
東
の
太
廟
の
こ
と

（「
盛
京
故
宮
考
（
金
息
侯
講
演
）」（
続
）『
華
北
日
報
』
一
九
二
九
年

六
月
一
一
日
五
面
）。
乾
隆
『
盛
京
通
志
』
巻
一
九
壇
廟
、
乾
隆
四
九

（
一
七
八
四
）
年
版
影
印
、
一
〜
一
〇
葉
に
は
、「
天
壇
」「
地
壇
」「
太

三
三
四
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大
出

廟
」「
堂
子
」
の
項
が
あ
る
。

（
3
）　

瀋
陽
故
宮
博
物
院
編
『
瀋
陽
故
宮
博
物
院
八
十
年
』
万
巻
出
版

公
司
、
二
〇
〇
六
年
・
瀋
陽
一
宮
両
陵
志
編
纂
委
員
会
編
著
『
瀋
陽

故
宮
志
』
遼
寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
・
武
斌
主
編
『
清
瀋
陽

故
宮
研
究
』
遼
寧
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

（
4
）　

陸
海
英
編
著
『
盛
京
永
陵
』
瀋
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
・
王

艶
春
編
著
『
盛
京
福
陵
』
瀋
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
・
王
佩
環
編

著
『
盛
京
昭
陵
』
瀋
陽
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

（
5
）　

拙
著
『「
満
洲
国
」
博
物
館
事
業
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一

四
年
、
五
七
〜
九
三
頁
。
以
下
、
特
に
こ
と
わ
ら
な
い
限
り
前
著
書

は
、
本
書
を
指
す
。

（
6
）　

村
田
雄
二
郎
「
清
室
優
待
条
件
か
ら
見
た
中
華
民
国
初
期
の
憲

政
体
制
」
中
村
元
哉
編
『
憲
政
か
ら
見
た
現
代
中
国
』
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
八
年
、
二
五
〜
二
六
頁
。

（
7
）　

季
剣
青
「〝
私
産
〞
抑
或
〝
国
宝
〞　　

民
国
初
年
清
室
古
物
的

処
置
与
保
存　
　

」『
近
代
史
研
究
』
六
、
二
〇
一
三
年
。

（
8
）　

吉
開
将
人
「
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題
（
一
）　　

故
宮
博

物
院
成
立
史
の
再
検
討　
　

」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一

四
四
、
二
〇
一
四
年
等
。

（
9
）　

拙
稿
「「
満
洲
国
」
以
前
の
瀋
陽
故
宮
と
古
物
陳
列
所　
　

瀋
陽

故
宮
文
物
の
「
運
京
」
を
中
心
に　
　

」『
史
境
』
七
三
、
二
〇
一
七

年
・
拙
稿
「「
皇
産
」
と
し
て
の
瀋
陽
故
宮　
　

旧
盛
京
内
務
府
所
管

清
室
財
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
張
学
良
の
関
与　
　

」『
近
現
代
東
北

ア
ジ
ア
地
域
史
研
究
会 N

EW
S LETTER

』
三
二
、
二
〇
二
〇
年
。

（
10
）　

前
著
書
、
八
四
〜
八
八
頁
。

（
11
）　

筆
者
の
研
究
構
想
や
関
連
す
る
先
行
研
究
は
、
前
掲
註
（
9
）

拙
稿
「「
皇
産
」
と
し
て
の
瀋
陽
故
宮　
　

旧
盛
京
内
務
府
所
管
清
室

財
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
張
学
良
の
関
与　
　

」
一
〜
二
・
註
一
〇

頁
。

（
12
）　

張
漢
杰
「
東
北
淪
陷
時
期
的
関
外
三
陵
」『
満
族
研
究
』
一
九
九

七
年
第
三
期
、
一
九
九
七
年
。

（
13
）　

陵
寝
は
、
帝
王
・
后
妃
の
墓
の
こ
と
。「
陵
」
は
大
き
な
土
山
の

意
味
だ
が
、
土
を
盛
る
ほ
ど
死
者
の
身
分
の
高
さ
を
示
し
た
た
め
、

帝
王
の
墓
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。「
寝
」
は
帝
王
の
宮
室
の
意
味
だ

が
、
死
者
が
な
お
も
「
寝
」
の
中
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
墓
の
傍
に

建
て
ら
れ
た
た
め
、
特
に
帝
王
・
后
妃
の
墓
を
陵
寝
と
称
す
る
（
徐

広
源
『
清
朝
陵
寝
制
度
』
瀋
陽
出
版
社
、
二
〇
一
八
年
、
一
〜
二

頁
）。
例
え
ば
、
靠
山
（
後
ろ
楯
と
な
る
山
）
に
啓
運
山
、
南
側
に
煙

筒
山
や
蘇
子
河
を
望
む
永
陵
は
、
陵
寝
・
省
牲
所
（
祭
祀
で
用
い
る

家
畜
の
屠
殺
場
）・
参
道
・
自
然
風
水
保
護
区
・
保
護
管
理
機
構
区
と

祭
祀
機
構
区
か
ら
な
る
。
そ
の
う
ち
陵
寝
は
約
一
万
平
方
メ
ー
ト
ル

と
小
規
模
で
、
宝
城
（
陵
塚
）・
方
城
（
祭
拝
の
場
で
あ
る
啓
運
殿
等

三
三
五
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
四
号

の
建
築
物
エ
リ
ア
）・
前
院
（
四
祖
碑
亭
等
の
建
築
物
エ
リ
ア
）
か
ら

な
る
（
撫
順
市
人
民
政
府
地
方
志
辦
公
室
・
撫
順
市
社
会
科
学
院
・

新
賓
満
族
自
治
県
清
永
陵
文
物
管
理
所
編
『
清
永
陵
志
』
遼
寧
民
族

出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
頁
）。
な
お
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
加
え
、

盛
京
三
陵
の
周
囲
の
広
大
な
付
属
地
を
含
む
土
地
全
体
が
、
清
室
「
私

産
」
で
あ
っ
た
（
江
夏
由
樹
「
旧
奉
天
省
撫
順
の
有
力
者
張
家
に
つ

い
て
」『
一
橋
論
叢
』
第
一
〇
二
巻
第
六
号
、
一
九
八
九
年
、
八
五
二

〜
八
五
三
頁
）。

（
14
）　

杉
山
清
彦
『
大
清
帝
国
の
形
成
と
八
旗
制
』
名
古
屋
大
学
出
版

会
、
二
〇
一
五
年
、
一
六
〇
頁
。

（
15
）　

園
田
一
亀
『
奉
天
史
話
』
出
版
社
不
明
、
一
九
三
四
年
、
五
九

頁
。

（
16
）　

白
洪
希
「
清
陵
寝
員
役
制
度
初
探
」『
満
族
研
究
』
二
〇
〇
三
年

第
二
期
、
二
〇
〇
三
年
、
八
〇
頁
・
前
掲
註
（
13
）
徐
広
源
『
清
朝

陵
寝
制
度
』
四
七
〇
〜
四
七
一
頁
。

（
17
）　

杜
家
驥
『
清
代
八
旗
官
制
与
行
政
』
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
五
年
、
一
九
〇
頁
。

（
18
）　

嘉
慶
『
欽
定
大
清
会
典
事
例
』
巻
八
八
六
、
内
務
府
、
三
五
葉
・

前
掲
註
（
13
）
徐
広
源
『
清
朝
陵
寝
制
度
』
四
七
〇
頁
。

（
19
）　

光
緒
『
欽
定
大
清
会
典
事
例
』
巻
五
四
三
、
兵
部　

官
制
、
三

三
葉
。

（
20
）　
「
戊
午
、
諭
內
閣
。
興
京
副
都
統
靈
熙
、
著
充
永
陵
守
護
大
臣
。

協
領
宗
室
多
文
、
著
補
授
盛
京
副
都
統
、
充
福
陵
昭
陵
守
護
大
臣
。

嗣
後
三
陵
一
切
事
務
、
均
著
盛
京
將
軍
、
隨
時
稽
覈
」。『
大
清
徳
宗

景
（
光
緒
）
皇
帝
実
録
』
巻
五
四
六
、
光
緒
三
一
年
六
月
、
九
葉
。

（
21
）　
『
大
清
徳
宗
景
（
光
緒
）
皇
帝
実
録
』
巻
五
四
九
、
光
緒
三
一
年

九
月
、
一
一
葉
。

（
22
）　

民
国
『
瀋
陽
県
志
』
巻
一
地
理
、
奉
天
作
新
印
刷
局
印
、
民
国

六
年
鉛
印
本
影
印
、
三
九
葉
。

（
23
）　

前
掲
註
（
22
）
民
国
『
瀋
陽
県
志
』
巻
一
地
理
、
四
〇
葉
・｢

盛

京
内
務
府
辦
事
処｣

白
文
煜
主
編
『
瀋
陽
故
宮
大
辞
典
』
遼
寧
大
学

出
版
社
、
二
〇
一
六
年
、
一
六
五
頁
。

（
24
）　
「
第
四
款　

大
淸
皇
帝
辭
位
之
後
其
宗
廟
陵
寢
永
遠
奉
祀
由
中
華

民
國
酌
設
衞
兵
妥
愼
保
護
…
…　

第
七
款　

大
淸
皇
帝
辭
位
之
後
其

原
有
之
私
產
由
中
華
民
國
特
別
保
護
」『
臨
時
公
報
』
辛
亥
年
一
二
月

二
六
日
。

（
25
）　
「
按
優
待
皇
室
條
件
第
四
款
載
其
宗
廟
陵
寢
永
遠
奉
祀
由
中
華
民

國
酌
設
衞
兵
妥
愼
保
護
等
語
盛
京
興
京
兩
副
都
統
馬
蘭
泰
甯
兩
鎭
總

兵
向
係
守
護
陵
寢
之
官
在
官
制
未
經
更
定
以
前
該
副
都
統
總
兵
等
仍

照
舊
日
職
權
督
率
原
設
各
職
官
及
兵
丁
等
妥
愼
保
護
毋
任
弛
玩
此
令
」

『
政
府
公
報
』
第
四
三
号
、
中
華
民
国
元
年
六
月
十
二
日
、
一
頁
。

（
26
）　

財
政
部
編
『
民
國
二
年
度
國
家
預
算
奉
天
省
歲
入
歲
出
分
表
』

三
三
六
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中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

財
政
部
、
一
九
一
三
年
、
二
一
〜
二
二
葉
。

（
27
）　

前
掲
註
（
9
）
拙
稿
「「
皇
産
」
と
し
て
の
瀋
陽
故
宮　
　

旧
盛

京
内
務
府
所
管
清
室
財
産
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
張
学
良
の
関
与　
　

」

二
〜
四
頁
。

（
28
）　
「
第
四
條　

淸
室
之
宗
廟
陵
寢
永
遠
奉
祀
由
民
國
酌
設
衞
兵
妥
爲

保
護　

第
五
條　

淸
宮
私
產
歸
淸
室
完
全
享
有
民
國
政
府
當
爲
特
別

保
護
其
一
切
公
產
應
歸
民
國
政
府
所
有
」『
政
府
公
報
』
第
三
〇
九
七

号
、
中
華
民
国
一
三
年
一
一
月
六
日
、
六
頁
。

（
29
）　
「
派
員
接
收
內
務
府
事
務
」『
盛
京
時
報
』
一
九
二
五
年
三
月
二

七
日
四
面
。

（
30
）　
「
接
收
皇
產
」『
盛
京
時
報
』
一
九
二
五
年
四
月
一
二
日
一
面
。

（
31
）　

前
掲
註
（
13
）
撫
順
市
人
民
政
府
地
方
志
辦
公
室
・
撫
順
市
社

会
科
学
院
・
新
賓
満
族
自
治
県
清
永
陵
文
物
管
理
所
編
『
清
永
陵
志
』

七
一
頁
・
瀋
陽
一
宮
両
陵
志
編
纂
委
員
会
編
著
『
瀋
陽
福
陵
志
』
遼

寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四
頁
・
同
『
瀋
陽
昭
陵
志
』
遼

寧
民
族
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
頁
。

（
32
）　

前
掲
註
（
8
）
吉
開
将
人
「
宣
統
十
六
年
の
清
室
古
物
問
題

（
一
）　　

故
宮
博
物
院
成
立
史
の
再
検
討　
　

」
四
八
頁
。

（
33
）　

前
掲
註
（
31
）
瀋
陽
一
宮
両
陵
志
編
纂
委
員
会
編
著
『
瀋
陽
福

陵
志
』
二
〇
一
〜
二
〇
二
頁
。

（
34
）「
東
西
兩
陵
業
經
收
歸
官
有
已
非
淸
室
私
產
」『
河
北
省
政
府
公

報
』
一
九
三
〇
年
第
八
三
七
期
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
頁
。

（
35
）　

陵
廟
と
は
、
前
掲
註
（
2
）
に
挙
げ
た
奉
天
（
盛
京
）
の
「
三

陵
及
廟
堂
子
等
」
を
指
す
が
、
以
下
論
じ
る
と
お
り
、
一
九
三
五
年

以
降
は
特
に
盛
京
三
陵
と
太
廟
を
指
す
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、

陵
廟
管
理
と
記
す
場
合
、
盛
京
三
陵
と
太
廟
の
管
理
を
指
す
も
の
と

す
る
。

（
36
）　

周
君
適
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
』
四
川
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
。

（
37
）　

前
掲
註
（
36
）
周
君
適
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
』
一
〜
二
頁
。

（
38
）　

鄭
孝
胥
著
・
中
国
歴
史
博
物
館
編
『
鄭
孝
胥
日
記
』
第
四
冊
、

中
華
書
局
、
一
九
九
三
年
、
二
〇
四
三
〜
二
〇
四
四
頁
。

（
39
）　

前
掲
註
（
36
）
周
君
適
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
』
四
六
頁
お
よ
び
愛

新
覚
羅
溥
儀
遺
稿
・
李
淑
賢
提
供
・
王
慶
祥
注
釈
『
愛
新
覚
羅
・
溥

儀
日
記
』
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
九
六
年
、
七
三
四
頁
。
な
お
「
清

室
駐
津
辦
事
処
」
は
、
愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』
群
衆
出
版

社
、
一
九
六
〇
年
（「
灰
皮
本
」
と
称
さ
れ
る
。
以
下
、
一
九
六
〇
年

版
）、
二
三
〇
頁
に
あ
る
「
清
室
辦
事
処
」
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら

れ
る
。
一
九
六
〇
年
版
は
、
吉
開
将
人
氏
よ
り
資
料
提
供
を
受
け
た
。

こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
40
）　
「『
満
洲
国
史
』
原
稿
」
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
片

倉
衷
関
係
文
書
」
五
〇
五
。

（
41
）　
「
執
政
府
彙
報
」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

三
三
七
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
四
号

A
06031008700

『
満
洲
国
政
府
公
報
日
訳
』
第
二
号
、
一
九
三
二
年

四
月
一
五
日
、
一
三
〜
一
四
頁
（
国
立
公
文
書
館
）。

（
42
）　

愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』
群
衆
出
版
社
、
一
九
六
四
年

（「
定
本
」
と
称
さ
れ
る
。
以
下
、
一
九
六
四
年
版
）、
三
三
四
頁
・
小

野
忍
ほ
か
訳
『
わ
が
半
生
』（
一
九
六
四
年
版
の
日
本
語
訳
）、
筑
摩

書
房
、
一
九
九
二
年
（
以
下
、
一
九
六
四
年
版
訳
本
）、（
下
）
四
九

頁
・
愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
【
全
本
】』
群
衆
出
版
社
、
二
〇

〇
七
年
（「
全
本
」
と
称
さ
れ
る
。
以
下
、
二
〇
〇
七
年
版
）、
二
五

九
頁
。

（
43
）　

前
掲
註
（
36
）
周
君
適
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
』
一
〇
〇
頁
・
曾
慶

雨
『
末
代
遺
民
陳
曾
壽
及
其
詠
花
詩
』
柯
楗
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
、

一
八
頁
。

（
44
）　
「
二
十
一
日
国
務
会
議
可
決　

執
政
府
官
制
改
正
」『
盛
京
時
報
』

一
九
三
二
年
一
一
月
二
三
日
四
面
・
岡
一
朗
編
輯
『
大
同
二
年
二
月

末
現
在　

満
洲
国
職
員
録
』
斎
藤
印
刷
所
、
一
九
三
三
年
、
四
三
〜

四
七
頁
。

（
45
）　JA

C
A

R
: A

06031010800

『
政
府
公
報
日
訳　

号
外
』
一
九
三

四
年
三
月
一
日
、
四
〜
五
頁
。

（
46
）　
「
皇
室
私
產　

內
務
處
掌
理
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
四
年
三
月

三
〇
日
四
面
。

（
47
）　

佟
佳
江
編
『
民
国
職
官
年
表
外
編
（
中
華
民
国
時
期
東
北
職
官

年
表
／
偽
満
洲
国
職
官
年
表
）』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、
二
六
八

頁
。

（
48
）　

古
屋
哲
夫
編
『
満
州
国
人
事
法
令
年
表
：
大
同
元
年
（
一
九
三

二
）
〜
康
徳
二
年
（
一
九
三
五
）』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一

九
九
二
年
、
五
六
頁
。

（
49
）　

概
略
は
、「
偽
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
」
前
掲
註
（
23
）
白
文
煜

主
編
『
瀋
陽
故
宮
大
辞
典
』
一
五
二
頁
。
成
立
年
へ
の
言
及
は
、
前

掲
註
（
3
）
武
斌
主
編
『
清
瀋
陽
故
宮
研
究
』
四
二
七
頁
・
前
掲
註

（
3
）
瀋
陽
故
宮
博
物
院
編
『
瀋
陽
故
宮
博
物
院
八
十
年
』
七
七
頁

等
。
な
お
、
瀋
陽
故
宮
博
物
院
図
書
檔
案
館
が
「
奉
天
陵
廟
承
辦
事

務
処
檔
案
」
を
所
蔵
し
て
い
る
も
の
の
、
一
九
三
八
年
作
成
の
檔
案

に
限
定
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
成
立
時
の
様
子
が
記
さ
れ
た
檔
案
は

所
蔵
し
て
い
な
い
と
推
測
す
る
。

（
50
）　
「
永
陵
大
興
土
木
派
員

査
竣
回
奉
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
五

年
三
月
一
〇
日
四
面
・「
東
陵
開
放
今
日
售
票
」『
盛
京
時
報
』
一
九

三
五
年
三
月
一
六
日
四
面
。「
盛
京
太
廟
三
陵
承
辦
事
務
処
」
に
つ
い

て
は
、
偽
皇
宮
陳
列
館
編
『
偽
満
宮
廷
秘
録
』
吉
林
文
史
出
版
社
、

一
九
九
三
年
、
一
五
頁
、
前
掲
註
（
12
）
張
漢
杰
「
東
北
淪
陷
時
期

的
関
外
三
陵
」
六
八
頁
。

（
51
）　
「
陵
寢
紅
樁
以
內
不
得
再
有
設
施
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
五
年

五
月
一
五
日
四
面
。

三
三
八
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中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

（
52
）　
「
故
宮
博
物
館　

將
大
修
理
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
五
年
七
月

一
三
日
四
面
。

（
53
）　

国
務
院
総
務
庁
編
纂
『
満
洲
国
官
吏
録
（
康
徳
二
年
十
二
月
一

日
現
在
）』
国
務
院
総
務
庁
人
事
処
、
一
九
三
六
年
、
三
〜
四
頁
。

（
54
）　

満
洲
日
日
新
聞
『
在
満
日
満
人
名
録
』
満
洲
日
日
新
聞
、
一
九

三
六
年
、
二
七
〜
七
三
頁
。

（
55
）　

前
掲
註
（
12
）
張
漢
杰
「
東
北
淪
陷
時
期
的
関
外
三
陵
」
六
九

頁
。
事
務
員
以
外
の
職
官
名
と
姓
は
、
瀋
陽
故
宮
博
物
院
『
瀋
陽
故

宮
博
物
院
院
史
展
』（
図
録
）、
瀋
陽
故
宮
博
物
院
、
二
〇
一
一
年
、

六
一
頁
に
掲
載
さ
れ
た
「
奉
天
陵
廟
承
辦
事
務
処
檔
案
巻
面
」
の
写

真
で
確
認
で
き
る
。
な
お
、
張
氏
は
陳
曾
壽
の
名
を
挙
げ
る
が
、
一

九
三
七
年
に
離
職
。

（
56
）　
「
昭
和
十
四
年
九
月　

吉
林　

新
京　

奉
天　

旅
順　

大
連　

史

料
採
訪
復
命
書
」
国
史
編
纂
委
員
会U

R
L: http://library.history.

go.kr/dhrs/dhrsX
IFV

iew
er.jsp?system

=dlidb&
id=K

O
000001370

5&
fbclid=Iw

A
R

0J9ZvcT09trT49xC
do2U

K
8PazG

0bsPN
30stC

a

c2x-hvA
IofR

A
A

-m
H

yW
K

g

。

（
57
）　
「
北
陵
遊
園
地　

市
署
不
許
可
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
五
年
七

月
一
七
日
四
面
。

（
58
）　
「
朕
茲
将
国
内
清
室
原
有
皇
産
、
除
陵
廟
及
応
保
留
者
外
、
一
概

賜
帰
国
有
」
前
掲
註
（
50
）
偽
皇
宮
陳
列
館
編
『
偽
満
宮
廷
秘
録
』

一
八
五
頁
。

（
59
）　
「
第
一
條　

本
令
ニ
於
テ
帝
室
財
產
ト
稱
ス
ル
ハ
帝
室
財
產
公
債

法
ニ
依
ル
公
債
其
ノ
他
特
ニ
宮
內
府
大
臣
ノ
管
理
ニ
屬
セ
シ
メ
ラ
レ

タ
ル
財
產
ヲ
謂
フ
」。「
基
本
法　

帝
室　

第
三
章　

帝
室　

第
三
款

　

皇
產
」
国
務
院
法
制
処
編
『
満
洲
国
法
令
輯
覧　

第
一
巻
』
満
洲

行
政
学
会
、
一
九
三
九
年
、
五
一
頁
。

（
60
）　

彙
報
「
福
陵
・
昭
陵
の
一
般
參
觀
禁
止
」『
満
洲
史
学
』
一
―

二
、
一
九
三
七
年
、
七
二
頁
。

（
61
）　
「
北
陵
大
明
樓　

落
雷
の
た
め
燒
く
」『
満
洲
日
日
新
聞
』
一
九

三
七
年
五
月
三
一
日
日
刊
七
面
・「
北
陵
明
樓
の
燒
失
」『
満
洲
史
学
』

一
―
二
、
一
九
三
七
年
、
七
二
頁
。

（
62
）　
「
昭
陵
及
福
陵
參
拜
者
數
」『
奉
天
市
統
計
月
報
』
第
三
巻
二
〇

号
〜
第
三
巻
三
〇
号
、
一
九
三
八
年
、
各
号
九
頁
（『
偽
満
洲
国
等
計

資
料
匯
編
』
線
装
書
局
、
二
〇
〇
九
年
、
八
〜
一
〇
巻
所
収
）。
当
該

年
の
「
特
別
参
拝
」・「
普
通
参
拝
」
と
も
「
日
人
」
は
「
満
人
」
の

約
二･

五
倍
だ
が
、
後
者
の
軍
警
・
政
界
か
ら
の
参
拝
も
少
な
く
な

か
っ
た
た
め
、
日
本
人
に
限
ら
ず
要
望
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
63
）　JA

C
A

R
:A

06031002300

『
政
府
公
報　

号
外
』
一
九
三
七
年

一
二
月
二
八
日
、
一
・
五
頁
お
よ
び
王
麗
杰
「
偽
満
宮
廷
「
内
帑
金
」

的
管
理
及
使
用
」
王
志
強
総
主
編
『
偽
満
皇
宮
博
物
院
学
術
文
庫　

溥
儀
・
宮
廷
巻
』
吉
林
出
版
集
団
股
份
有
限
公
司
、
二
〇
一
八
年
、

三
三
九
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東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
四
号

四
二
八
頁
・
王
文
鋒
『
末
代
皇
帝
溥
儀
与
国
宝
』
群
衆
出
版
社
、
二

〇
一
五
年
、
九
八
〜
九
九
頁
。

（
64
）　

彙
報
「
興
京
永
陵
の
修
理
」『
満
洲
史
学
』
二
―
二
、
一
九
三
八

年
、
五
四
頁
。

（
65
）　

彙
報
「
奉
天
故
宮
博
物
館
引
繼
」『
満
洲
史
学
』
一
―
一
、
一
九

三
七
年
、
五
五
頁
。

（
66
）　

前
著
書
、
八
〇
〜
八
七
頁
。

（
67
）　

前
掲
註
（
47
）
佟
佳
江
編
『
民
国
職
官
年
表
外
編
（
中
華
民
国

時
期
東
北
職
官
年
表
／
偽
満
洲
国
職
官
年
表
』
二
七
一
頁
。

（
68
）　

前
掲
註
（
36
）
周
君
適
『
偽
満
宮
廷
雑
憶
』
一
四
五
頁
・「
陳
曾

壽
」
沈
燕
『
偽
満
官
吏
』
吉
林
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
、
五
頁
。

（
69
）　

前
著
書
八
六
頁
で
は
、
本
件
第
一
條
お
よ
び
第
八
條
を
宮
殿
の

非
可
視
化
後
の
処
置
と
い
う
観
点
か
ら
取
り
上
げ
、
溥
儀
の
即
位
に

伴
っ
て
「
満
洲
国
」
皇
帝
の
儀
礼
空
間
と
し
て
宮
殿
と
陵
墓
の
管
理

の
制
度
化
が
は
か
ら
れ
た
と
し
た
。

（
70
）　
「
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
承
辦
事
務
會
設
置
」『
満
洲
日
日
新
聞
』
一

九
三
九
年
二
月
二
七
日
日
刊
二
面
。
同
記
事
内
に
「
奉
天
に
現
存
す

る
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
辦
事
務
處
」
と
あ
り
、「
旧
清
室
」
を
冠
す
る
前

身
の
組
織
の
存
在
が
う
か
が
え
る
が
、
史
料
上
で
実
態
を
確
認
で
き

な
い
た
め
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。

（
71
）　
「
對
舊
淸
室
陵
廟
宮
殿
等　

設
承
辦
事
務
會　

諮
詢
參
議
府
後
今

日
以
帝
室
令
公
布
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
九
年
二
月
二
七
日
二
面
。

（
72
）　

満
洲
国
史
編
纂
刊
行
会
編
『
満
洲
国
史　

各
論
』
満
蒙
同
胞
援

護
会
、
一
九
七
一
年
、
五
頁
。

（
73
）　JA

C
A

R
: A

06031003600

『
政
府
公
報
』
第
一
四
六
一
号
、
一

九
三
九
年
二
月
二
七
日
、
三
四
九
頁
。

（
74
）　

前
掲
註
（
47
）
佟
佳
江
編
『
民
国
職
官
年
表
外
編
（
中
華
民
国

時
期
東
北
職
官
年
表
／
偽
満
洲
国
職
官
年
表
）』
二
七
一
〜
二
七
九

頁
。

（
75
）　

前
掲
註
（
31
）
瀋
陽
一
宮
両
陵
志
編
纂
委
員
会
編
著
『
瀋
陽
福

陵
志
』
一
六
頁
・
瀋
陽
一
宮
両
陵
志
編
纂
委
員
会
編
著
『
瀋
陽
昭
陵

志
』
二
頁
。

（
76
）　

前
掲
註
（
39
）（
42
）
愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』
一
九
六

〇
年
版
、
二
五
〇
頁
・
一
九
六
四
年
版
、
二
三
〇
〜
二
三
一
頁
・
一

九
六
四
年
版
訳
本
、（
上
）
三
九
一
〜
三
九
二
頁
・
二
〇
〇
七
年
版
、

一
六
六
頁
。

（
77
）　

石
憲
「
東
陵
事
件　
　

溥
儀
的
心
結
」
前
掲
註
（
63
）
王
志
強

総
主
編
『
偽
満
皇
宮
博
物
院
学
術
文
庫　

溥
儀
・
宮
廷
巻
』
八
二
〜

八
八
頁
・
胡
平
生
『
民
国
初
期
的
復
辟
派
』
学
生
書
局
、
一
九
八
五

年
、
四
四
一
〜
四
五
七
・
五
〇
二
〜
五
〇
三
頁
。

（
78
）　

前
掲
註
（
12
）
張
漢
杰
「
東
北
淪
陷
時
期
的
関
外
三
陵
」
七
二

〜
七
三
頁
。

三
四
〇
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中
国
近
代
史
に
お
け
る
盛
京
三
陵
管
理
問
題
と
溥
儀
　
　
大
出

（
79
）　

一
六
七
一
（
康
煕
一
〇
）
年
か
ら
一
八
二
九
（
道
光
九
）
年
ま

で
に
挙
行
さ
れ
た
一
一
度
の
東
巡
の
際
、
盛
京
三
陵
に
お
い
て
祖
先

祭
祀
が
行
わ
れ
た
（
園
田
一
亀
『
清
朝
皇
帝
東
巡
の
研
究
』
大
和
書

院
、
一
九
四
四
年
、
二
頁
）。

（
80
）　

前
掲
註
（
50
）
偽
皇
宮
陳
列
館
編
『
偽
満
宮
廷
秘
録
』
一
二
頁
。

（
81
）　
「
欽
派
祭
陵
代
表
恭
親
王
今
日
抵
興
京
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三

四
年
三
月
二
二
日
四
面
・「
恭
祀
永
陵
旣
畢
福
昭
二
陵
今
明
續
祭
」『
盛

京
時
報
』
一
九
三
四
年
三
月
二
七
日
四
面
。

（
82
）　
「
三
陵
均
將
興
工
修
葺
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
四
年
四
月
一
一

日
四
面
。

（
83
）　
「
前
淸
功
臣
坆
墓
亦
修
葺
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三
四
年
四
月
一

三
日
四
面
。

（
84
）　

前
掲
註
（
63
）
王
文
鋒
『
末
代
皇
帝
溥
儀
与
国
宝
』
一
〇
〇
頁
。

（
85
）　

前
掲
註
（
39
）（
42
）
愛
新
覚
羅
溥
儀
『
我
的
前
半
生
』
一
九
六

〇
年
版
、
四
一
一
頁
・
一
九
六
四
年
版
、
三
三
九
頁
・
一
九
六
四
年

版
訳
本
、（
下
）
五
七
〜
五
八
頁
。

（
86
）　
「
太
廟
跪
叩
祖
宗
靈
乃
詣
昭
陵
儀
始
畢
」『
盛
京
時
報
』
一
九
三

四
年
一
〇
月
二
一
日
一
面
・「
小
白
山
望
祭
禮　

省
公
署
賜
見
百
官
」

『
盛
京
時
報
』
一
九
三
四
年
一
〇
月
二
四
日
九
面
。

（
87
）　

例
え
ば
、
前
掲
註
（
7
）
季
剣
青
「〝
私
産
〞
抑
或
〝
国
宝
〞　　

民
国
初
年
清
室
古
物
的
処
置
与
保
存　
　

」
六
二
〜
八
一
頁
。

（
88
）　

清
室
財
産
と
復
辟
運
動
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
前
著
書
、
六

七
〜
七
五
頁
。

﹇
付
記
﹈
本
研
究
は
、Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
Ｊ
Ｐ

２
１
Ｊ
４
０
０
４
７
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｒ
Ｐ
Ｄ
）

三
四
一
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sia and Britain a possibility of expanding the war zone. During the invasion of 

Sakhalin, in July 1905 the Japanese military successfully advanced into the 

Sea of Okhotsk by conducting warship patrols under the guise of protecting 

sea mammals.

          When the southern half of Sakhalin was acquired by Japan via the Trea-

ty of Portsmouth, Tyuleny Island was also incorporated into Japanese territory, 

and this meant that Japan would therefore take over from Russia the interna-

tional responsibility of protecting sea mammals. The possession of Tyuleny 

Island was a factor in the Japanese government’s change of direction toward 

contributing to sea mammal protection and hunting industry control. Japanese 

diplomatic policy on sea mammal protection was crafted while taking into 

account the international relations and treaties in this context, and this created 

a chance for the nation to become embedded in the international regime of sea 

mammal protection.

The Problem of the Management of the Three Imperial Shengjing

Mausoleums and Puyi in Modern Chinese History

OIDE Shoko

          This article discusses the history of the management of the three Sheng-

jing 盛京 mausoleums in relation to the problems of modern Chinese history, 

such as the treatment of the “ancestral temple and mausoleums” and of the 

“private properties” of the Qing Imperial Household after the promulgation of 

the “Articles of Favourable Treatment of the Great Qing Emperor after His 

Abdication.” In particular, we elucidate the characteristics of the management 

system based on Puyi’s 溥儀 intention to be deeply involved in the preserva-

tion of the three Shengjing mausoleums during the Manchukuo period, and 

approach the reality of the Manchukuo.

          From the Qing dynasty to the collapse of Manchukuo, the management 

ii
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system by the Qing dynasty was severed only when the Republic of China 

made it into a park after the promulgation of the “Revision to the Conditions 

of Special Treatment of the Qing Royal Family.” After the establishment of 

Manchukuo, the management system by the Government Administration Of-

fice, Imperial Household Office, and related organizations under the direct 

control of Puyi, namely the Qing Imperial Household, was restored. Preserva-

tion of the Qing dynasty property has a history of being linked to efforts to 

restore the Qing dynasty. Nevertheless, in Manchukuo, which had Puyi as its 

head of state but denied the restoration of the Qing dynasty, not only was the 

administration system on the Qing Imperial Household side restored, but 

Puyi’s intentions were also reflected in various aspects such as the establish-

ment of the management organization, personnel affairs, and repair budgets. In 

this way, the reality of Manchukuo was evident in the fact that the political 

heritage of the late Qing dynasty, which was deeply related to the restoration 

of the Qing dynasty, could not be eliminated.

          The process of appointing Chen Zengshou 陳曾壽, who played a cen-

tral role in the management organization since the early days of Manchukuo, 

revealed that Puyi, who appointed him, was the main figure in the preservation 

of the mausoleums. Puyi’s intention in preserving the three Shengjing mauso-

leums was to appear as the “Great Qing Emperor” by reviving the mausole-

ums as the “private property” of the former Qing Imperial Household and re-

viving visit to the mausoleum.

Between the Angkor and Post-Angkor Periods: Identifying the Gap

between Inscriptions and Chronicles

KITAGAWA Takako

          There is a blank period of contemporary historical materials between 

the Angkor and the post-Angkor periods. The well-known history of this peri-

iii
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